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第1章

1 ダビデ王は年を重ねて老人になっていた。そのため衣をいくら着せても温まらなかった。

2 家来たちは王に言った。「王のために一人の若い処女を探し、御前に仕えて世話をするように

し、王の懐に寝させて王が温まるようにいたしましょう。」

3 こうして彼らは、イスラエルの国中に美しい娘を探し求め、シュネム人の女アビシャグを見つ

けて、王のもとに連れて来た。

4 この娘は非常に美しかった。彼女は王の世話をするようになり、彼に仕えたが、王は彼女を知

ることがなかった。

5 ときに、ハギテの子アドニヤは、「私が王になる」と言って野心を抱き、戦車、騎兵、それに

自分の前に走る者五十人を手に入れた。

6 彼の父は、「おまえは、どうしてこんなことをしたのか」と言って、彼のことで心を痛めたこ

とは一度もなかった。そのうえ、彼は非常に体格も良く、アブサロムの次に生まれた子であっ

た。

7 彼がツェルヤの子ヨアブと祭司エブヤタルに相談をしたので、彼らはアドニヤを支持するよう

になった。

8 しかし、祭司ツァドクとエホヤダの子ベナヤと預言者ナタン、それにシムイとレイ、およびダ

ビデの勇士たちは、アドニヤにくみしなかった。

9 アドニヤは、エン・ロゲルの近くにあるゾヘレテの石のそばで、羊、牛、肥えた家畜をいけに

えとして献げ、王の息子たちである自分のすべての兄弟たちと、王の家来であるユダのすべて

の人々を招いた。

10 しかし、預言者ナタン、ベナヤ、勇士たち、そして自分の兄弟ソロモンは招かなかった。

11 そこで、ナタンはソロモンの母バテ・シェバにこう言った。「われらの君ダビデが知らないう

ちに、ハギテの子アドニヤが王になったことを、あなたは聞いていないのですか。

12 さあ今、あなたに助言をしますから、自分のいのちと、自分の子ソロモンのいのちを救いなさ

い。

13 すぐにダビデ王のもとに行って、『王様。あなたは、このはしために、「必ずあなたの子ソロ

モンが私の跡を継いで王となる。彼が私の王座に就く」と誓われたではありませんか。それな

のに、なぜアドニヤが王となったのですか』と言いなさい。

14 あなたがまだそこで王と話している間に、私もあなたの後から入って行って、あなたのことば

が確かであることを保証しましょう。」

15 バテ・シェバは寝室の王のもとに行った。王は非常に年老いていて、シュネム人の女アビシャ

グが王に仕えていた。

16 バテ・シェバがひざまずいて、王に礼をすると、王は「何の用か」と言った。

17 彼女は答えた。「わが君。あなたは、あなたの神、主にかけて、『必ずあなたの子ソロモンが

私の跡を継いで王となる。彼が私の王座に就く』と、このはしためにお誓いになりました。

18 それなのに今、ご覧ください、アドニヤが王となっています。王様、あなたはそれをご存じで

はないのです。

19 彼は、雄牛や肥えた家畜や羊をたくさん、いけにえとして献げ、王のすべてのお子様と、祭司

エブヤタル、それに軍の長ヨアブを招いたのに、あなたのしもべソロモンは招きませんでし

た。



20 王様。王様の跡を継いで王座に就くのはだれと告げられるのかと、今や、全イスラエルの目は

あなたの上に注がれています。

21 このままですと、王様がご先祖とともに眠りにつかれるとき、私と私の子ソロモンは罪ある者

と見なされるでしょう。」

22 彼女がまだ王と話しているうちに、預言者ナタンが入って来た。

23 家来たちは、「預言者ナタンが参りました」と言って王に告げた。彼は王の前に出て、地にひ

れ伏し、王に礼をした。

24 ナタンは言った。「王よ。あなたは『アドニヤが私の跡を継いで王となる。彼が私の王座に就

く』とおっしゃったのでしょうか。

25 実は今日、彼は下って行って、雄牛や肥えた家畜や羊をたくさん、いけにえとして献げ、王の

お子様すべてと、軍の長たち、そして祭司エブヤタルを招きました。彼らは彼の前で食べたり

飲んだりしながら、『アドニヤ王、万歳』と叫びました。

26 しかしあなたのしもべのこの私や、祭司ツァドク、エホヤダの子ベナヤ、それに、あなたのし

もべソロモンは招きませんでした。

27 このことは、王から出たことなのですか。あなたは、だれが王の跡を継いで王座に就くのか

を、このしもべに告げておられません。」

28 ダビデ王は答えた。「バテ・シェバをここに。」彼女が王の前に来て、王の前に立つと、

29 王は誓って言った。「主は生きておられる。主は私のたましいをあらゆる苦難から贖い出して

くださった。

30 私がイスラエルの神、主にかけて、『必ずあなたの子ソロモンが私の跡を継いで王となる。彼

が私に代わって王座に就く』とあなたに誓ったとおり、今日、必ずそのとおりにしよう。」

31 バテ・シェバは地にひれ伏して王に礼をし、そして言った。「わが君、ダビデ王様。いつまで

も生きられますように。」

32 それからダビデ王は「祭司ツァドクと預言者ナタン、それにエホヤダの子ベナヤをここに呼

べ」と言った。彼らが王の前に来ると、

33 王は彼らに言った。「おまえたちの主君の家来たちを連れて、私の子ソロモンを私の雌ろばに

乗せ、彼を連れてギホンへ下れ。

34 祭司ツァドクと預言者ナタンは、そこで彼に油を注いでイスラエルの王とせよ。そうして、角

笛を吹き鳴らし、『ソロモン王、万歳』と叫べ。

35 それから彼の後に従って上れ。彼は来て、私の王座に就き、私に代わって王となる。私は彼を

イスラエルとユダの君主に任命する。」

36 エホヤダの子ベナヤが王に答えて言った。「アーメン。王の神、主も、そう言われますよう

に。

37 主が王とともにおられたように、ソロモンとともにいて、その王座を、わが君ダビデ王の王座

よりもすぐれたものとされますように。」

38 そこで、祭司ツァドク、預言者ナタン、エホヤダの子ベナヤ、それにクレタ人とペレテ人が下

って行き、ソロモンをダビデ王の雌ろばに乗せ、彼を連れてギホンへ行った。

39 祭司ツァドクは天幕の中から油の角を取って来て、ソロモンに油を注いだ。彼らが角笛を吹き

鳴らすと、民はみな、「ソロモン王、万歳」と言った。



40 民はみな、彼の後に従って上って来た。民が笛を吹き鳴らしながら、大いに喜んで歌ったの

で、地がその声で裂けた。

41 アドニヤと、彼とともにいた客はみな、食事を終えたとき、これを聞いた。ヨアブは角笛の音

を聞いて言った。「なぜ、都で騒々しい音がするのか。」

42 彼がまだそう言っているうちに、祭司エブヤタルの子ヨナタンがやって来た。アドニヤは言っ

た。「入れ。おまえは勇敢な男だから、良い知らせを持って来たのだろう。」

43 ヨナタンはアドニヤに答えた。「いいえ、われらの君、ダビデ王はソロモンを王とされまし

た。

44 ダビデ王は、祭司ツァドク、預言者ナタン、エホヤダの子ベナヤ、それに、クレタ人とペレテ

人をソロモンにつけて送り出されました。彼らはソロモンを王の雌ろばに乗せ、

45 祭司ツァドクと預言者ナタンが、ギホンで彼に油を注いで王としました。こうして彼らが喜び

ながら、そこから上って来たので、都が騒々しくなったのです。あなたがたが聞いたあの物音

がそれです。

46 しかも、ソロモンはすでに王の座に就きました。

47 そのうえ、王の家来たちが来て、『神がソロモンの名をあなたの名よりもすぐれたものとし、

その王座をあなたの王座よりも大いなるものとされますように』と、われらの君、ダビデ王に

祝福のことばを述べました。すると、王は寝台の上でひれ伏されました。

48 また、王はこう言われました。『イスラエルの神、主がほめたたえられるように。主は今日、

私の王座に就く者を与え、私がこの目で見るようにしてくださった。』」

49 アドニヤの客たちはみな身震いして立ち上がり、それぞれ帰途についた。

50 アドニヤもソロモンを恐れて立ち上がり、行って祭壇の角をつかんだ。

51 そのとき、ソロモンに次のような知らせがあった。「アドニヤはソロモン王を恐れ、祭壇の角

をしっかり握って、『ソロモン王がまず、このしもべを剣で殺さないと私に誓ってくださるよ

うに』と言っています。」

52 すると、ソロモンは言った。「彼が立派な人物であれば、その髪の毛一本も地に落ちることは

ない。しかし、彼のうちに悪が見つかれば、彼は死ななければならない。」

53 それから、ソロモン王は人を遣わして、アドニヤを祭壇から降ろさせた。アドニヤが来てソロ

モン王に礼をすると、ソロモンは彼に言った。「家に帰りなさい。」

第2章

1 ダビデの死ぬ日が近づいたとき、彼は息子のソロモンに次のように命じた。

2 「私は世のすべての人が行く道を行こうとしている。あなたは強く、男らしくありなさい。

3 あなたの神、主への務めを守り、モーセの律法の書に書かれているとおりに、主の掟と命令と

定めとさとしを守って主の道に歩みなさい。あなたが何をしても、どこへ向かっても、栄える

ためだ。

4 そうすれば、主は私についてお告げになった約束を果たしてくださるだろう。すなわち『も

し、あなたの息子たちが彼らの道を守り、心を尽くし、いのちを尽くして、誠実にわたしの前

に歩むなら、あなたには、イスラエルの王座から人が断たれることはない』。

5 また、あなたはツェルヤの子ヨアブが私にしたこと、すなわち、彼がイスラエルの二人の軍の

長、ネルの子アブネルとエテルの子アマサにしたことを知っている。ヨアブは彼らを虐殺し、



平和なときに戦いの血を流し、自分の腰の帯と足のくつに戦いの血をつけたのだ。

6 だから、あなたは自分の知恵にしたがって行動しなさい。彼の白髪頭を安らかによみに下らせ

てはならない。

7 しかし、ギルアデ人バルジライの子たちには恵みを施してやり、彼らをあなたの食卓に連なら

せなさい。彼らは、私があなたの兄弟アブサロムの前から逃げたとき、私の近くに来てくれた

のだから。

8 また、あなたのそばに、バフリム出身のベニヤミン人ゲラの子シムイがいる。彼は、私がマハ

ナイムに行ったとき、非常に激しく私を呪った。だが、彼は私を迎えにヨルダン川に下って来

たので、私は主にかけて、『おまえを剣で殺すことはない』と彼に誓った。

9 しかし今は、彼を咎のない者としてはならない。あなたは知恵の人だから、どうすれば彼の白

髪頭を血に染めてよみに下らせられるかが分かるだろう。」

10 こうして、ダビデは先祖とともに眠りにつき、ダビデの町に葬られた。

11 ダビデがイスラエルの王であった期間は四十年であった。ヘブロンで七年治め、エルサレムで

三十三年治めた。

12 ソロモンは父ダビデの王座に就き、その王位は確立した。

13 あるとき、ハギテの子アドニヤがソロモンの母バテ・シェバのところにやって来た。バテ・シ

ェバは「平和なことで来たのですか」と尋ねた。彼は「平和なことです」と答えて、

14 さらに言った。「お話ししたいことがあるのですが。」すると彼女は言った。「話してごらん

なさい。」

15 彼は言った。「ご存じのように、王位は私のものでしたし、イスラエルはみな私が王になるの

を期待していました。それなのに、王位は転じて、私の弟のものとなりました。主によって彼

のものとなったからです。

16 今、あなたに一つのお願いがあります。断らないでください。」バテ・シェバは彼に言った。

「話してごらんなさい。」

17 彼は言った。「どうかソロモン王に頼んでください。あなたからなら断らないでしょうから。

王がシュネム人の女アビシャグを、私に妻として与えてくださるように。」

18 そこで、バテ・シェバは「いいでしょう。私から王にあなたのことを話します」と言った。

19 バテ・シェバは、アドニヤのことを話すために、ソロモン王のところに行った。王は立ち上が

って彼女を迎え、彼女に礼をして、自分の王座に座った。王の母のために席が設けられ、彼女

は王の右に座った。

20 彼女は言った。「あなたに一つの小さなお願いがあります。断らないでください。」王は彼女

に言った。「母上、その願い事を聞かせてください。断ることはしませんから。」

21 彼女は言った。「シュネム人の女アビシャグを、あなたの兄アドニヤに妻として与えてやって

ください。」

22 ソロモン王は母に答えた。「なぜ、アドニヤのためにシュネム人の女アビシャグを願うのです

か。彼は私の兄ですから、彼のためには王位を願ったほうがよいのではありませんか。彼のた

めにも、祭司エブヤタルやツェルヤの子ヨアブのためにも。」

23 ソロモン王は主にかけて次のように誓った。「アドニヤがこういうことを言ってもなお自分の

いのちを失わなかったなら、神がこの私を幾重にも罰せられるように。



24 主は生きておられる。主は私を父ダビデの王座に就かせて、私を堅く立て、約束どおり私のた

めに家を建ててくださった。アドニヤは今日殺されなければならない。」

25 こうしてソロモン王は、エホヤダの子ベナヤを遣わしてアドニヤを討ち取らせたので、彼は死

んだ。

26 それから、王は祭司エブヤタルに言った。「アナトテの自分の地所に帰れ。おまえは死に値す

る者だが、今日はおまえを殺さない。おまえは私の父ダビデの前で神である主の箱を担ぎ、父

といつも苦しみをともにしたからだ。」

27 こうして、ソロモンはエブヤタルを主の祭司の職から追放した。シロでエリの家族について語

られた主のことばは、こうして成就した。

28 この知らせがヨアブのところに伝わった。ヨアブはアブサロムにはつかなかったが、アドニヤ

についていたのである。ヨアブは主の天幕に逃げ、祭壇の角をつかんだ。

29 ソロモン王に「ヨアブが主の天幕に逃げて、今、祭壇の傍らにいる」という知らせがあった。

するとソロモンは、「行って彼を討ち取れ」と命じて、エホヤダの子ベナヤを遣わした。

30 ベナヤは主の天幕に入って、彼に言った。「王がこう言われる。『外に出よ。』」彼は「い

や、ここで死ぬ」と言った。ベナヤは王にこのことを報告した。「ヨアブはこう私に答えまし

た。」

31 王は彼に言った。「彼が言ったとおりにせよ。彼を討ち取って葬れ。こうして、ヨアブが理由

もなく流した血の責任を、私と、私の父の家から取り除け。

32 主は、彼が流した血を彼の頭に注ぎ返される。彼は自分よりも正しく善良な二人の者に討ちか

かり、剣で虐殺したからだ。彼は私の父ダビデが知らないうちに、イスラエルの軍の長であ

る、ネルの子アブネルと、ユダの軍の長である、エテルの子アマサを虐殺したのだ。

33 二人の血は永遠にヨアブの頭と彼の子孫の頭に注ぎ返され、ダビデとその子孫、および、その

家と王座には、とこしえまでも主から平安があるように。」

34 エホヤダの子ベナヤは上って行き、彼を打って殺した。ヨアブは荒野にある自分の家に葬られ

た。

35 王はエホヤダの子ベナヤを彼の代わりに軍団長とした。また、王は祭司ツァドクをエブヤタル

の代わりとした。

36 王は人を遣わしてシムイを呼び寄せ、彼に言った。「エルサレムに自分の家を建て、そこに住

むがよい。だが、そこからどこへも出てはならない。

37 出て行ってキデロンの谷を渡った日には、おまえは必ず死ななければならないと覚悟してお

け。おまえの血の責任はおまえ自身の頭上に降りかかるのだ。」

38 シムイは王に言った。「よろしゅうございます。しもべは王様のおっしゃるとおりにいたしま

す。」このようにしてシムイは、何日もの間エルサレムに住んだ。

39 それから三年たったころ、シムイの二人の奴隷が、ガテの王マアカの子アキシュのところへ逃

げた。シムイに「あなたの奴隷たちが今、ガテにいる」という知らせがあったので、

40 シムイはすぐ、ろばに鞍を置き、奴隷たちを捜しにガテのアキシュのところへ行った。シムイ

は行って、奴隷たちをガテから連れ戻した。

41 シムイがエルサレムからガテに行って帰って来たことが、ソロモンに知らされた。

42 すると、王は人を遣わし、シムイを呼び出して言った。「私はおまえに、主にかけて誓わせ、

『おまえが出て、どこかへ行った日には、おまえは必ず死ななければならないと覚悟してお



け』と警告しておいたではないか。すると、おまえは私に『よろしゅうございます。従いま

す』と言った。

43 それなのになぜ、主への誓いと、私がおまえに命じた命令を守らなかったのか。」

44 王はまたシムイに言った。「おまえは心の中で、自分が私の父ダビデに対して行ったすべての

悪をよく知っているはずだ。主はおまえの悪をおまえの頭に返される。

45 しかし、ソロモン王は祝福され、ダビデの王座は主の前でとこしえまでも堅く立つ。」

46 王はエホヤダの子ベナヤに命じた。ベナヤは出て行ってシムイを討ち取り、シムイは死んだ。

こうして、王国はソロモンによって確立した。

第3章

1 ソロモンはエジプトの王ファラオと姻戚の関係を結んだ。彼はファラオの娘をめとり、ダビデ

の町に連れて来て、自分の家と主の家、およびエルサレムの周りの城壁を築き終えるまで、そ

こにとどまらせた。

2 当時はまだ、主の御名のために家が建てられていなかったので、民はただ、高き所でいけにえ

を献げていた。

3 ソロモンは主を愛し、父ダビデの掟に歩んでいた。ただし、彼は高き所でいけにえを献げ、香

をたいていた。

4 王はいけにえを献げようとギブオンへ行った。そこが最も重要な高き所だったからである。ソ

ロモンはそこの祭壇の上で千匹の全焼のささげ物を献げた。

5 ギブオンで主は夜の夢のうちにソロモンに現れた。神は仰せられた。「あなたに何を与えよう

か。願え。」

6 ソロモンは言った。「あなたは、あなたのしもべ、私の父ダビデに大いなる恵みを施されまし

た。父があなたに対し真実と正義と真心をもって、あなたの御前に歩んだからです。あなたは

この大いなる恵みを父のために保ち、今日のように、その王座に着いている子を彼にお与えに

なりました。

7 わが神、主よ。今あなたは私の父ダビデに代わって、このしもべを王とされました。しかし私

は小さな子どもで、出入りする術を知りません。

8 そのうえ、しもべは、あなたが選んだあなたの民の中にいます。あまりにも多くて、数えるこ

とも調べることもできないほど大勢の民です。

9 善悪を判断してあなたの民をさばくために、聞き分ける心をしもべに与えてください。さもな

ければ、だれに、この大勢のあなたの民をさばくことができるでしょうか。」

10 これは主のみこころにかなった。ソロモンがこのことを願ったからである。

11 神は彼に仰せられた。「あなたがこのことを願い、自分のために長寿を願わず、自分のために

富を願わず、あなたの敵のいのちさえ願わず、むしろ、自分のために正しい訴えを聞き分ける

判断力を願ったので、

12 見よ、わたしはあなたが言ったとおりにする。見よ。わたしはあなたに、知恵と判断の心を与

える。あなたより前に、あなたのような者はなく、あなたの後に、あなたのような者は起こら

ない。

13 そのうえ、あなたが願わなかったもの、富と誉れもあなたに与える。あなたが生きているかぎ

り、王たちの中であなたに並ぶ者は一人もいない。



14 また、あなたの父ダビデが歩んだように、あなたもわたしの掟と命令を守ってわたしの道に歩

むなら、あなたの日々を長くしよう。」

15 ソロモンが目を覚ますと、見よ、それは夢であった。彼はエルサレムに行き、主の契約の箱の

前に立って、全焼のささげ物を献げ、交わりのいけにえを献げ、すべての家来たちのために祝

宴を開いた。

16 そのころ、二人の遊女が王のところに来て、その前に立った。

17 その一人が言った。「わが君、お願いがございます。実は、私とこの女とは同じ家に住んでい

ますが、私はこの女と一緒に家にいるとき、子を産みました。

18 私が子を産んで三日たつと、この女も子を産みました。家には私たちのほか、だれも一緒にい

た者はなく、私たち二人だけが家にいました。

19 ところが、夜の間に、この女の産んだ子が死にました。この女が自分の子の上に伏したからで

す。

20 この女は夜中に起きて、このはしためが眠っている間に、私のそばから私の子を取って自分の

懐に寝かせ、死んだ自分の子を私の懐に寝かせました。

21 朝、私が子どもに乳を飲ませようとして起きると、どうでしょう、その子は死んでいるではあ

りませんか。朝、その子をよく見てみると、なんとまあ、その子は私が産んだ子ではありませ

んでした。」

22 すると、もう一人の女が言った。「いいえ、生きているのが私の子で、死んでいるのがあなた

の子です。」先の女は言った。「いいえ、死んだのがあなたの子で、生きているのが私の子で

す。」女たちは王の前で言い合った。

23 そこで王は言った。「一人は『生きているのが私の子で、死んだのがあなたの子だ』と言い、

また、もう一人は『いや、死んだのがあなたの子で、生きているのが私の子だ』と言う。」

24 王が「剣をここに持って来なさい」と言ったので、剣が王の前に差し出された。

25 王は言った。「生きている子を二つに切り分け、半分をこちらに、もう半分をそちらに与え

よ。」

26 すると生きている子の母親は、自分の子を哀れに思って胸が熱くなり、王に申し立てて言っ

た。「わが君、お願いです。どうか、その生きている子をあの女にお与えください。決してそ

の子を殺さないでください。」しかしもう一人の女は、「それを私のものにも、あなたのもの

にもしないで、断ち切ってください」と言った。

27 そこで王は宣告を下して言った。「生きている子を初めのほうの女に与えよ。決してその子を

殺してはならない。彼女がその子の母親である。」

28 全イスラエルは、王が下したさばきを聞いて、王を恐れた。神の知恵が彼のうちにあって、さ

ばきをするのを見たからである。

第4章

1 こうして、ソロモン王は全イスラエルの王となった。

2 彼の高官たちは次のとおり。ツァドクの子アザルヤは祭司、

3 シシャの子たちのエリホレフとアヒヤは書記、アヒルデの子ヨシャファテは史官、

4 エホヤダの子ベナヤは軍団長、ツァドクとエブヤタルは祭司、

5 ナタンの子アザルヤは政務長官、ナタンの子ザブデは祭司で王の友、



6 アヒシャルは宮廷長官、アブダの子アドニラムは役務長官。

7 ソロモンは、イスラエル全土に十二人の守護を置いた。彼らは王とその一族に食糧を納めた。

一年に一か月分の食糧を各自が納めることになっていたのである。

8 彼らの名は次のとおり。 エフライムの山地にはフルの子。

9 マカツ、シャアルビム、ベテ・シェメシュ、エロン・ベテ・ハナンにはデケルの子。

10 アルボテにはヘセデの子。彼はソコと、ヘフェルの全地を任されていた。

11 ドルの全高地にはアビナダブの子。ソロモンの娘タファテが彼の妻であった。

12 タアナク、メギド、またイズレエルの下ツァレタンのそばのベテ・シェアンの全域、ベテ・シ

ェアンからアベル・メホラ、ヨクメアムの向こうまでの地には、アヒルデの子バアナ。

13 ラモテ・ギルアデにはゲベルの子。彼はギルアデにあるマナセの子ヤイルの町々と、バシャン

にあるアルゴブの地域で、城壁と青銅のかんぬきを備えた六十の大きな町を任されていた。

14 マハナイムにはイドの子アヒナダブ。

15 ナフタリにはアヒマアツ。彼も、ソロモンの娘バセマテを妻としていた。

16 アシェルとベアロテにはフシャイの子バアナ。

17 イッサカルにはパルアハの子ヨシャファテ。

18 ベニヤミンにはエラの子シムイ。

19 アモリ人の王シホンとバシャンの王オグの領地であったギルアデの地には、ウリの子ゲベル。

彼は、その地で唯一の守護であった。

20 ユダとイスラエルの人々は海辺の砂のように多くなり、食べたり飲んだりして、楽しんでい

た。

21 ソロモンは、あの大河からペリシテ人の地、さらにエジプトの国境に至る、すべての王国を支

配した。これらの王国は、ソロモンの一生の間、貢ぎ物を持って来て彼に仕えた。

22 ソロモンの一日分の食糧は、上質の小麦粉三十コル、小麦粉六十コル。

23 それに、肥えた牛十頭、放牧の牛二十頭、羊百匹。そのほか、雄鹿、かもしか、のろ鹿、そし

て肥えた鳥であった。

24 これはソロモンが、あの大河の西側、ティフサフからガザまでの全土、すなわち大河の西側の

すべての王たちを支配し、周辺のすべての地方に平和があったからである。

25 ユダとイスラエルは、ソロモンの治世中、ダンからベエル・シェバに至るまでのどこでも、そ

れぞれ自分のぶどうの木の下や、いちじくの木の下で安心して暮らした。

26 ソロモンは、戦車用の馬のために馬屋四万、騎兵一万二千を持っていた。

27 守護たちはそれぞれ自分の当番月に、ソロモン王、およびソロモン王の食卓に連なるすべての

者たちのために食糧を納め、不足させなかった。

28 また彼らは、引き馬や早馬のために、それぞれ割り当てにしたがって、所定の場所に大麦と藁

を持って来た。

29 神は、ソロモンに非常に豊かな知恵と英知と、海辺の砂浜のように広い心を与えられた。

30 ソロモンの知恵は、東のすべての人々の知恵と、エジプト人のすべての知恵にまさっていた。

31 彼は、どの人よりも、すなわち、エズラフ人エタンや、マホルの息子たちのヘマン、カルコ

ル、ダルダよりも知恵があった。そのため、彼の名声は周辺のすべての国々に広まった。

32 ソロモンは三千の箴言を語り、彼の歌は千五首もあった。



33 彼は、レバノンにある杉の木から、石垣に生えるヒソプに至るまでの草木について語り、獣、

鳥、這うもの、そして魚についても語った。

34 彼の知恵のうわさを聞いた世界のすべての王たちのもとから、あらゆる国の人々が、ソロモン

の知恵を聞くためにやって来た。

第5章

1 さて、ツロの王ヒラムは、ソロモンが油注がれて、彼の父に代わって王となったことを聞い

て、自分の家来たちをソロモンのところへ遣わした。ヒラムはダビデと常に友情を保っていた

からである。

2 そこで、ソロモンはヒラムのもとに人を遣わして言った。

3 「ご存じのように、私の父ダビデは、周りからいつも戦いを挑まれていたため、主が彼らを私

の足の裏の下に置かれるまで、私の父の神、主の御名のために神殿を建てることができません

でした。

4 しかし今や、私の神、主は、周囲の者から私を守って安息を与えてくださり、敵対する者もな

く、わざわいを起こす者もありません。

5 今私は、私の神、主の御名のために神殿を建てようと思っています。主が私の父ダビデに、

『わたしがあなたの代わりに王座に就かせるあなたの子、彼がわたしの名のために家を建て

る』と言われたとおりです。

6 どうか、私のために、レバノンから杉を切り出すように命じてください。私の家来たちも、あ

なたの家来たちと一緒に働きます。私はあなたの家来たちに、あなたが言われるとおりの賃金

を払います。ご存じのように、私たちの中にはシドン人のように木を切ることに熟練した者が

いませんから。」

7 ヒラムはソロモンの申し出を聞いて、大いに喜んで言った。「今日、主がほめたたえられます

ように。主は、この大いなる民を治める、知恵のある子をダビデにお与えになった。」

8 ヒラムはソロモンのもとに人を遣わして言った。「あなたが言い送られたことを聞きました。

私は、杉の木材ともみの木材なら、何なりとあなたのお望みどおりにいたしましょう。

9 私の家来たちは、それをレバノンから海へ下らせます。私はそれをいかだに組んで、海路、あ

なたが指定される場所まで送り、そこでそれを解かせましょう。それを受け取ってください。

それから、あなたは私の一族に食物を与えて、私の望みをかなえてください。」

10 こうしてヒラムは、ソロモンに杉の木材ともみの木材を、彼が望むだけ与えた。

11 ソロモンはヒラムに、その一族の食糧として、小麦二万コルと上質のオリーブ油二十コルを与

えた。ソロモンは、これだけの物を毎年ヒラムに与えた。

12 主は約束どおり、ソロモンに知恵を授けられた。ヒラムとソロモンとの間には平和が保たれ、

二人は契約を結んだ。

13 ソロモン王は全イスラエルから役務者を徴用した。役務者は三万人であった。

14 ソロモンは、彼らを一か月交代で一万人ずつレバノンに送った。一か月はレバノンに、二か月

は家にいるようにした。役務長官はアドニラムであった。

15 ソロモンには荷を担ぐ者が七万人、山で石を切り出す者が八万人いた。

16 そのほか、ソロモンには工事の監督をする長が三千三百人いて、工事に携わる民を指揮してい

た。



17 王は、切り石を神殿の礎に据えるために、大きな石、高価な石を切り出すように命じた。

18 ソロモンの建築者たち、ヒラムの建築者たち、そしてゲバル人たちは石を切り、神殿を建てる

ために木材と石材を準備した。

第6章

1 イスラエル人がエジプトの地を出てから四百八十年目、ソロモンがイスラエルの王となってか

ら四年目のジブの月、すなわち第二の月に、ソロモンは主の家の建築に取りかかった。

2 ソロモン王が主のために建てた神殿は、長さ六十キュビト、幅二十キュビト、高さ三十キュビ

トであった。

3 神殿の本殿の前に付く玄関は、長さが神殿の幅と同じ二十キュビト、幅が神殿の前で十キュビ

トであった。

4 神殿には格子を取り付けた窓を作った。

5 さらに、神殿の壁に、すなわち神殿の壁の周り、本殿と内殿の周りに、脇屋を建て巡らした。

こうして階段式の脇間を周りに作った。

6 脇屋の一階は幅五キュビト、二階は幅六キュビト、三階は幅七キュビトであった。それは、神

殿の外周りの壁に段を作り、神殿の壁を梁で支えずにすむようにするためであった。

7 神殿が建てられたとき、石切り場で完全に仕上げられた石で建てられたので、工事中、槌や斧

や、いかなる鉄の道具の音も、いっさい神殿の中では聞こえなかった。

8 二階の脇間に通じる入り口は神殿の右側にあり、螺旋階段で二階に、また二階から三階に上る

ようになっていた。

9 ソロモンは神殿を建て、これを完成させるにあたって、神殿の屋根を杉材でできた雨水溝の列

でおおった。

10 神殿の側面に脇屋を建て巡らし、その各階の高さは五キュビトにして、これを杉材で神殿に固

定させた。

11 そのとき、ソロモンに次のような主のことばがあった。

12 「あなたが建てているこの神殿のことであるが、もし、あなたがわたしの掟に歩み、わたしの

定めを行い、わたしのすべての命令を守り、これによって歩むなら、わたしはあなたについて

あなたの父ダビデに約束したことを成就しよう。

13 わたしはイスラエルの子らのただ中に住み、わたしの民イスラエルを捨てることはしない。」

14 こうして、ソロモンは神殿を建て、これを完成させた。

15 彼は神殿の内側の壁を杉の板でおおい、神殿の床から天井の壁に至るまで、内側を板でおおっ

た。なお神殿の床は、もみの板でおおった。

16 それから、彼は神殿の奥の部分二十キュビトを、床から天井の壁に至るまで杉の板でおおっ

た。このようにして、彼は神殿に内殿、すなわち至聖所を設けた。

17 神殿の手前側の本殿は四十キュビトであった。

18 神殿内部の杉の板には、瓢簞模様と花模様が浮き彫りにされていて、すべては杉の板で、石は

見えなかった。

19 内殿は神殿内部の奥に、主の契約の箱を置くために設けた。



20 内殿の内部は、長さ二十キュビト、幅二十キュビト、高さ二十キュビトで、純金でこれをおお

った。さらに杉材の祭壇も純金でおおった。

21 ソロモンは神殿の内側を純金でおおい、内殿の前に金の鎖を渡し、これに金をかぶせた。

22 神殿全体を隅々まで金でおおい、内殿に関わる祭壇も全体を金でおおった。

23 内殿の中にオリーブ材で二つのケルビムを作った。その高さは十キュビトであった。

24 ケルビムの一方の翼は五キュビト、もう一方の翼も五キュビト。翼の端から翼の端までは十キ

ュビトであった。

25 もう片方のケルビムも十キュビトあり、両方のケルビムは全く同じ寸法、同じ形であった。

26 片方のケルビムの高さは十キュビト、もう片方のケルビムも同じであった。

27 ケルビムは神殿内部に置かれた。ケルビムは翼を広げていて、片方のケルビムの翼は一方の壁

に届き、もう片方のケルビムの翼はもう一方の壁に届き、また両者の翼は神殿の真ん中に届い

て、翼と翼が触れ合っていた。

28 ソロモンはこのケルビムに金をかぶせた。

29 神殿の四方のすべての壁には、奥の間も外の間も、ケルビムとなつめ椰子の木と花模様の浮き

彫りを彫った。

30 神殿の床は、奥の間も外の間も金でおおった。

31 ソロモンは内殿の入り口を、オリーブ材の扉と五角形の戸口の柱で作った。

32 その二つのオリーブ材の扉に、ケルビムとなつめ椰子の木と花模様の浮き彫りを彫り、金でお

おった。ケルビムとなつめ椰子の木の上に金を張り付けたのである。

33 同じように、本殿の入り口にも四角形のオリーブ材で戸口の柱を作った。

34 また、もみの木で二つの扉を作った。片方の扉の二枚の戸は折り畳み戸、もう片方の扉の二枚

の戸も折り畳み戸であった。

35 ケルビムとなつめ椰子の木と花模様を彫り付け、その彫り物の上に、ぴったりと金を張り付け

た。

36 それからソロモンは、切り石三段と杉の角材一段の仕切りで内庭を造った。

37 第四年のジブの月に、主の宮の礎を据え、

38 第十一年のブルの月、すなわち第八の月に、神殿のすべての部分が設計どおりに完成した。七

年かけて建てたのである。

第7章

1 また、ソロモンは十三年をかけて自分の宮殿を建て、その宮殿のすべてを完成させた。

2 彼は「レバノンの森の宮殿」を建てた。その長さは百キュビト、幅は五十キュビト、高さは三

十キュビトで、それは四列の杉材の柱の上にあり、その柱の上には杉材の梁があった。

3 また、四十五本の柱の上にある階段式脇間の屋根は、杉材で葺かれていた。柱は一列に十五本

ずつあった。

4 戸口は三列あり、三段になって向かい合っていた。

5 戸口の扉と戸口の柱はすべて四角形で、三段になって向かい合っていた。

6 また彼は、柱の広間を造った。その長さは五十キュビト、その幅は三十キュビトであった。そ

の前に玄関があり、その前に柱とひさしがあった。



7 また、さばきをするための王座の広間、すなわち、さばきの広間を造り、床の隅々から天井ま

で杉材を張り詰めた。

8 彼の住む家はその広間のうしろの庭にあり、同じ造りであった。ソロモンは、彼が妻としたフ

ァラオの娘のためにも、この広間と同じような家を建てた。

9 これらはすべて内側も外側も、のこぎりで寸法どおりに切りそろえられた、高価な石で造られ

ていた。礎から軒に至るまで、さらに外庭から大庭に至るまで、そうであった。

10 礎は高価な石、大きな石で、八キュビトも十キュビトもあった。

11 その上には、寸法どおりに切りそろえられた高価な石と杉材が使われた。

12 大庭の周囲には、三段の切り石と一段の杉の角材が使われ、主の宮の内庭や、神殿の玄関広間

と同じであった。

13 ソロモンは人を遣わして、ツロからヒラムを呼んで来た。

14 彼はナフタリ部族のやもめの子であった。彼の父はツロの人で、青銅の細工師であった。ヒラ

ムは青銅の細工物全般について、知恵と英知と知識に満ちていた。彼はソロモン王のもとに来

て、その一切の細工を行った。

15 彼は青銅で二本の柱を鋳造した。片方の柱の高さは十八キュビト。もう片方の柱の周囲は、ひ

もで測って十二キュビトであった。

16 彼は青銅で鋳造した二つの柱頭を作って、柱の頂に載せた。片方の柱頭の高さは五キュビト、

もう片方の柱頭の高さも五キュビトであった。

17 柱の頂の柱頭に取り付ける、鎖で編んで房になった格子細工の網を、片方の柱頭に七つ、もう

片方の柱頭に七つ作った。

18 こうして彼は柱を作り、柱の頂にある柱頭をおおうため、青銅のざくろが格子網の上を二段に

取り巻くようにし、もう片方の柱頭にも同じようにした。

19 この玄関広間にある柱の頂にある柱頭は、ゆりの花の細工で、それは四キュビトであった。

20 二本の柱の上にある柱頭の格子網のあたりで、丸い突出部の周りには、二百個のざくろが、両

方の柱頭に段をなして並んでいた。

21 この柱を本殿の玄関広間の前に立てた。彼は右側に立てた柱にヤキンという名をつけ、左側に

立てた柱にボアズという名をつけた。

22 この柱の頂の上には、ゆりの花の細工があった。こうして、柱の造作は完成した。

23 それから、彼は鋳物の「海」を作った。縁から縁まで十キュビト。円形で、高さは五キュビ

ト。周囲は測り縄で巻いて三十キュビトであった。

24 その縁の下に沿って、瓢簞模様が周りを取り巻いていた。一キュビトにつき十ずつの割合でそ

の「海」の周りを取り巻いていた。この瓢箪模様は二段になっていて、「海」を鋳たときに鋳

込んだものである。

25 「海」は十二頭の牛の上に据えられていた。三頭は北を向き、三頭は西を向き、三頭は南を向

き、三頭は東を向いていた。「海」はこれらの牛の上に載せられていて、牛の後部はすべて内

側を向いていた。

26 「海」の厚さは一手幅あり、その縁は杯の縁のように、ゆりの花の形をしていた。その容量は

二千バテであった。

27 彼は青銅で十個の台を作った。それぞれの台は長さ四キュビト、幅四キュビト、高さ三キュビ

トであった。



28 この台の構造は次のとおり。台には鏡板があり、鏡板は枠にはめられていた。

29 枠にはめられている鏡板の上には、雄獅子と牛とケルビムがあり、雄獅子と牛の上下にある枠

の表面には花模様が施されていた。

30 台には、それぞれ、青銅の車輪が四つと、青銅の軸が付いていて、台の四隅には洗盤の支えが

あり、その支えは洗盤の下にあって、それぞれの表面に花模様が鋳込まれていた。

31 洗盤の口は冠の内側にあって、一キュビト上に出ていた。その口は丸く、花模様の細工が施さ

れ、一キュビト半あった。またその口の上にも彫刻がしてあり、枠の鏡板は四角で、丸くなか

った。

32 四つの車輪は鏡板の下にあり、車軸は台に取り付けられ、一つの車輪の高さは一キュビト半で

あった。

33 その車輪の作りは戦車の車輪の作りと同じで、車軸も輪縁も輻も轂も、みな鋳物であった。

34 それぞれの台の四隅には、四本の支えがあり、支えと台は一体となっていた。

35 台の上部には高さ半キュビトの丸い部分が取り巻いていて、その台の上の支えと鏡板は一体と

なっていた。

36 その支えの表面と鏡板には、それぞれの場所に、ケルビムと雄獅子となつめ椰子の木を刻み、

その周囲には花模様を刻んだ。

37 彼は以上のように十個の台を作った。それらはすべて同じように鋳造され、同じ寸法、同じ形

であった。

38 それから、彼は青銅で十個の洗盤を作った。洗盤の容量はそれぞれ四十バテ、大きさはそれぞ

れ四キュビトであった。洗盤はそれぞれの台に一個ずつ、十個の台の上にあった。

39 彼はその台の五個を神殿の右側に、五個を神殿の左側に置き、「海」を神殿の右側、東南の方

角に置いた。

40 さらにヒラムは灰壺と十能と鉢を作った。こうして、ヒラムは、ソロモン王のために主の宮で

なすべきすべての仕事を完了した。

41 すなわち、二本の柱と、二本の柱の頂にある丸い柱頭、および柱の頂にある丸い二つの柱頭を

おおう二つの格子細工、

42 また、二つの格子細工に取り付ける四百個のざくろ、すなわち、柱の先端にある丸い二つの柱

頭をおおうそれぞれの格子細工のための二段のざくろ、

43 また、十個の台と、その台の上の十個の洗盤、

44 「海」一つと、その「海」の下の十二頭の牛、

45 そして、灰壺と十能と鉢である。ヒラムがソロモン王のため、主の宮のために作ったこれらの

すべての物は、磨きをかけた青銅であった。

46 王は、ヨルダンの低地、スコテとツァレタンの間にある粘土の地でこれらを鋳造した。

47 ソロモンは、すべての用具を配置した。非常に大量だったので、青銅の重さは量られなかっ

た。

48 また、ソロモンは主の宮にあるあらゆる物を作った。金の祭壇と、臨在のパンを載せる金の

机、

49 内殿の前、右側に五つ、左側に五つ置かれる純金の燭台、金の飾り花、ともしび皿、芯切りば

さみを作った。



50 また純金の皿と、芯取りばさみ、鉢、平皿、火皿を純金で作った。至聖所に通じる神殿内部の

扉のちょうつがい、神殿の本殿に通じる扉のちょうつがいも金で作った。

51 こうして、ソロモン王が主の宮のためにしたすべての工事が完了した。ソロモンは父ダビデが

聖別した物、すなわち、銀、金、各種の用具類を運び入れ、主の宮の宝物倉に納めた。

第8章

1 それからソロモンは、イスラエルの長老たち、および、イスラエルの部族のかしらたちと一族

の長たちをすべて、エルサレムのソロモン王のもとに召集した。ダビデの町シオンから主の契

約の箱を運び上げるためであった。

2 イスラエルのすべての人々は、エタニムの月、すなわち第七の新月の祭りにソロモン王のもと

に集まった。

3 イスラエルの長老全員が到着すると、祭司たちは箱を担ぎ、

4 主の箱と、会見の天幕と、天幕にあったすべての聖なる用具を運び上げた。これらの物を祭司

たちとレビ人たちが運び上げた。

5 ソロモン王と、王のところに集まったイスラエルの全会衆は、ともに箱の前に行き、羊や牛を

いけにえとして献げた。その数はあまりにも多く、数えることも調べることもできなかった。

6 祭司たちは、主の契約の箱を、定められた場所、すなわち神殿の内殿である至聖所のケルビム

の翼の下に運び入れた。

7 ケルビムは、箱の一定の場所の上に翼を広げるのである。こうしてケルビムは箱とその担ぎ棒

を上からおおった。

8 その担ぎ棒は長かったので、棒の先が内殿の前の聖所からは見えていたが、外からは見えなか

った。それは今日までそこにある。

9 箱の中には、二枚の石の板のほかには何も入っていなかった。これは、イスラエルの子らがエ

ジプトの地から出て来たとき、主が彼らと契約を結ばれた際に、モーセがホレブでそこに納め

たものである。

10 祭司たちが聖所から出て来たとき、雲が主の宮に満ちた。

11 祭司たちは、その雲のために、立って仕えることができなかった。主の栄光が主の宮に満ちた

からである。

12 そのとき、ソロモンは言った。 「主は、黒雲の中に住む、と言われました。

13 私は、あなたの御住まいである家を、 確かに建てました。 御座がとこしえに据えられる場所

を。」

14 それから王は振り向いて、イスラエルの全会衆を祝福した。イスラエルの全会衆は起立してい

た。

15 彼は言った。「イスラエルの神、主がほめたたえられますように。主は御口をもって私の父ダ

ビデに語り、御手をもってこれを成し遂げて、こう言われた。

16 『わたしの民イスラエルをエジプトから導き出した日からこのかた、わたしは、わたしの名を

置く家を建てるために、イスラエルの全部族のうちのどの町も選ばなかった。わたしはダビデ

を選び、わたしの民イスラエルの上に立てた。』

17 それで私の父ダビデの心にはいつも、イスラエルの神、主の御名のために家を建てたいという

思いがあった。



18 ところが主は、私の父ダビデにこう言われた。『あなたの心にはいつも、わたしの名のために

家を建てたいという思いがあった。その思いがあなたの心にあったことは、良いことである。

19 しかし、あなたはその家を建ててはならない。あなたの腰から生まれ出るあなたの子が、わた

しの名のために家を建てるのだ。』

20 主はお告げになった約束を果たされたので、私は主の約束どおりに父ダビデに代わって立ち、

イスラエルの王座に就いた。そしてイスラエルの神、主の御名のためにこの家を建て、

21 主の契約が納められている箱のために、そこに場所を設けた。その契約は、主が私たちの先祖

をエジプトの地から導き出されたときに、彼らと結ばれたものである。」

22 ソロモンはイスラエルの全会衆の前で、主の祭壇の前に立ち、天に向かって両手を伸べ広げ

て、

23 こう言った。「イスラエルの神、主よ。上は天、下は地にも、あなたのような神はほかにあり

ません。あなたは、心を尽くして御前に歩むあなたのしもべたちに対し、契約と恵みを守られ

る方です。

24 あなたは、あなたのしもべ、私の父ダビデに約束したことを、ダビデのために守ってください

ました。あなたは御口をもって語り、また、今日のように御手をもってこれを成し遂げられま

した。

25 そこで今、イスラエルの神、主よ。あなたのしもべ、私の父ダビデに約束されたことを、ダビ

デのために守ってください。『あなたがわたしの前に歩んだように、あなたの子孫がその道を

守り、わたしの前に歩みさえするなら、あなたには、イスラエルの王座に就く者がわたしの前

から断たれることはない』と言われたことを。

26 今、イスラエルの神よ。どうかあなたのしもべ、私の父ダビデに約束されたおことばが堅く立

てられますように。

27 それにしても、神は、はたして地の上に住まわれるでしょうか。実に、天も、天の天も、あな

たをお入れすることはできません。まして私が建てたこの宮など、なおさらのことです。

28 あなたのしもべの祈りと願いに御顔を向けてください。私の神、主よ。あなたのしもべが、今

日、御前にささげる叫びと祈りを聞いてください。

29 そして、この宮、すなわち『わたしの名をそこに置く』とあなたが言われたこの場所に、夜も

昼も御目を開き、あなたのしもべがこの場所に向かってささげる祈りを聞いてください。

30 あなたのしもべとあなたの民イスラエルが、この場所に向かってささげる願いを聞いてくださ

い。あなたご自身が、あなたの御住まいの場所、天においてこれを聞いてください。聞いて、

お赦しください。

31 ある人が隣人に罪を犯して、のろいの誓いを立てるよう求められ、この宮の中にある、あなた

の祭壇の前に来て誓うなら、

32 あなたご自身が天でこれを聞き、あなたのしもべたちにさばきを行って、悪い者にはその生き

方への報いとしてその頭上に悪を下し、正しい者にはその正しさにしたがって義をもって報い

てください。

33 あなたの民イスラエルが、あなたの前に罪ある者となって敵に打ち負かされたとき、彼らがあ

なたに立ち返り、御名をほめたたえ、この宮であなたに祈り願うなら、

34 あなたご自身が天でこれを聞き、あなたの民イスラエルの罪を赦し、あなたが彼らの先祖にお

与えになった地に、彼らを帰らせてください。



35 彼らがあなたの前に罪ある者となって、天が閉ざされ雨が降らなくなったとき、彼らがこの場

所に向かって祈り、御名をほめたたえ、あなたが苦しませたことによって彼らがその罪から立

ち返るなら、

36 あなたご自身が天でこれを聞き、あなたのしもべたち、あなたの民イスラエルの罪を赦してく

ださい。彼らの歩むべき良い道を彼らに教え、あなたの民に相続地としてお与えになったあな

たの地に雨を降らせてください。

37 この地に飢饉が起こり、疫病や立ち枯れや黒穂病、いなごやその若虫が発生したときでも、敵

がこの地の町々を攻め囲んだときでも、どのようなわざわい、どのような病気であっても、

38 だれでもあなたの民イスラエルが、それぞれ自分の心の痛みを知って、この宮に向かって両手

を伸べ広げて祈るなら、どのような祈り、どのような願いであっても、

39 あなたご自身が、御座が据えられた場所である天で聞いて、赦し、また、かなえてください。

一人ひとりに、そのすべての生き方にしたがって報いてください。あなたはその心をご存じで

す。あなただけが、すべての人の子の心をご存じだからです。

40 そうして、あなたが私たちの先祖にお与えになった大地の上で彼らが生き続ける間、いつもあ

なたを恐れるようにしてください。

41 同様に、あなたの民イスラエルの者でない異国人についても、その人があなたの御名のゆえ

に、遠方の地から来て、

42 彼らが、あなたの大いなる御名と力強い御手と伸ばされた御腕について聞き、やって来てこの

宮に向かって祈るなら、

43 あなたご自身が、あなたの御座が据えられた場所である天でこれを聞き、その異国人があなた

に向かって願うことをすべて、かなえてください。そうすれば、地上のあらゆる民が御名を知

り、あなたの民イスラエルと同じようにあなたを恐れるようになり、私が建てたこの宮で御名

が呼び求められなければならないことを知るでしょう。

44 あなたの民が敵との戦いのために出て行くとき、遣わされる道で、あなたがお選びになった

都、私が御名のために建てた宮に向かって主に祈るなら、

45 天で彼らの祈りと願いを聞いて、彼らの言い分を聞き入れてやってください。

46 罪に陥らない人は一人もいません。ですから、彼らがあなたの前に罪ある者となったために、

あなたが怒って彼らを敵に渡し、彼らが、遠くであれ近くであれ敵国に捕虜として捕らわれて

行き、

47 捕らわれて行った地で我に返り、その捕囚の地であなたに立ち返ってあわれみを乞い、『私た

ちは罪ある者です。不義をなし、悪を行いました』と言い、

48 捕らわれて行った敵国で、心のすべて、たましいのすべてをもって、あなたに立ち返り、あな

たが彼らの先祖にお与えになった彼らの地、あなたがお選びになったこの都、私が御名のため

に建てたこの宮に向かって、あなたに祈るなら、

49 あなたの御座が据えられた場所である天で、彼らの祈りと願いを聞き、彼らの訴えをかなえ

て、

50 あなたの前に罪ある者となったあなたの民を赦し、あなたに背いた、彼らのすべての背きを赦

し、彼らを捕らえて行った者たちの前で彼らをあわれみ、その者たちがあなたの民をあわれむ

ようにしてください。



51 彼らはあなたの民であり、あなたがエジプトから、鉄の炉の中から導き出された、ご自分のゆ

ずりの民だからです。

52 どうか、あなたのしもべの願いと、あなたの民イスラエルの願いに御目を開き、彼らがあなた

を呼び求めるとき、いつもその願いを聞き入れてください。

53 あなたが彼らを地上のあらゆる民から選り分けて、ご自分のものとされたのですから。神、主

よ。あなたが私たちの先祖をエジプトから導き出されたとき、あなたのしもべモーセを通して

お告げになったとおりです。」

54 こうしてソロモンは、この祈りと願いをことごとく主にささげ終えた。彼は、それまでひざま

ずいて、天に向かって両手を伸べ広げていた主の祭壇の前から立ち上がり、

55 まっすぐに立って、イスラエルの全会衆を大声で祝福して言った。

56 「主がほめたたえられますように。主は約束どおり、ご自分の民イスラエルに安住の地を与え

てくださいました。しもべモーセを通してお告げになった良い約束はみな、一つも、地に落ち

ることはありませんでした。

57 私たちの神、主が、私たちの先祖とともにいてくださったように、私たちとともにいて、私た

ちを見放さず、私たちをお見捨てになることがありませんように。

58 私たちの心を主に傾けさせ、私たちが主のすべての道に歩み、私たちの先祖にお命じになった

命令と掟と定めを守らせてくださいますように。

59 私が主の御前で願ったこれらのことばが、昼も夜も、私たちの神、主のみそば近くにあって、

日常のことにおいても、しもべの訴えや、御民イスラエルの訴えを正しくかなえてくださいま

すように。

60 こうして、ついに地上のあらゆる民が、主こそ神であり、ほかに神はいないことを知るに至り

ますように。

61 あなたがたは、今日のように、私たちの神、主と心を一つにし、主の掟に歩み、主の命令を守

らなければならないのです。」

62 それから、王と、一緒にいたすべてのイスラエル人は、主の前にいけにえを献げた。

63 ソロモンは主へのいけにえとして、牛二万二千頭と羊十二万匹の交わりのいけにえを献げた。

こうして、王とすべてのイスラエルの人々は主の宮を奉献した。

64 その日、王は主の宮の前庭の中央部を聖別し、そこで全焼のささげ物と、穀物のささげ物と、

交わりのいけにえの脂肪を献げた。主の前にあった青銅の祭壇は、全焼のささげ物と、穀物の

ささげ物と、交わりのいけにえの脂肪を受け入れるには小さすぎたからである。

65 ソロモンはこのとき、ともにいた全イスラエル、すなわち、レボ・ハマテからエジプト川に至

るまでの大会衆と一緒に、七日と七日の十四日間、私たちの神、主の前で祭りを行った。

66 八日目に王は民を帰らせた。民は王に祝福のことばを述べ、主がそのしもべダビデと、その民

イスラエルに下さったすべての恵みを喜び、心満たされて、彼らの天幕に帰って行った。

第9章

1 ソロモンが、主の宮と王宮、および、ソロモンが造りたいと望んでいたすべてのものを完成さ

せたとき、

2 主は、かつてギブオンで現れたときのように、ソロモンに再び現れた。



3 主は彼に言われた。「あなたがわたしの前で願った祈りと願いをわたしは聞いた。わたしは、

あなたがわたしの名をとこしえに置くために建てたこの宮を聖別した。わたしの目と心は、い

つもそこにある。

4 もしあなたが、あなたの父ダビデが歩んだように、全き心と正直さをもってわたしの前に歩

み、わたしがあなたに命じたことすべてをそのまま実行し、わたしの掟と定めを守るなら、

5 わたしが、あなたの父ダビデに『あなたには、イスラエルの王座から人が断たれることはな

い』と約束したとおり、あなたの王国の王座をイスラエルの上にとこしえに立たせよう。

6 もし、あなたがたとあなたがたの子孫が、わたしに背を向けて離れ、あなたがたの前に置いた

わたしの命令とわたしの掟を守らずに、行ってほかの神々に仕え、それを拝むなら、

7 わたしは彼らに与えた地の面からイスラエルを断ち切り、わたしがわたしの名のために聖別し

た宮をわたしの前から投げ捨てる。イスラエルは、すべての民の間で物笑いの種となり、嘲り

の的となる。

8 この宮は廃墟となり、そのそばを通り過ぎる者はみな驚き恐れてささやき、『何のために、主

はこの地とこの宮に、このような仕打ちをされたのだろう』と言う。

9 人々は、『彼らは、エジプトの地から自分たちの先祖を導き出した彼らの神、主を捨ててほか

の神々に頼り、それを拝み、それに仕えた。そのため主はこのすべてのわざわいを彼らに下さ

れたのだ』と言う。」

10 ソロモンが主の宮と王宮との二つの家を二十年かけて建て終えたとき、

11 ツロの王ヒラムが、ソロモンの要請に応じて、杉の木材、もみの木材、および金を用立てたの

で、ソロモン王はガリラヤ地方の二十の町をヒラムに与えた。

12 ヒラムはツロからやって来て、ソロモンが彼に与えた町々を見たが、彼はそれらが気に入らな

かった。

13 彼は、「兄弟よ。あなたが私に下さったこの町々は、いったい何ですか」と言った。そのた

め、これらの町々はカブルの地と呼ばれ、今日に至っている。

14 ヒラムは王に金百二十タラントを贈っていた。

15 ソロモン王は役務者を徴用して次のような事業をした。彼は主の宮と自分の宮殿、ミロとエル

サレムの城壁、ハツォルとメギドとゲゼルを築き直した。

16 かつてエジプトの王ファラオは、上って来てゲゼルを攻め取り、これを火で焼き、この町に住

んでいたカナン人を殺して、ソロモンの妻である自分の娘に結婚の贈り物としてこの町を与え

た。

17 ソロモンはこのゲゼルを築き直したのである。また、下ベテ・ホロン、

18 バアラテ、この地の荒野にあるタデモル、

19 ソロモンの所有するすべての倉庫の町々、戦車のための町々、騎兵のための町々、またソロモ

ンがエルサレム、レバノン、および彼の全領地に建てたいと切に願っていたものを建てた。

20 イスラエル人ではない、アモリ人、ヒッタイト人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の生き残りの

民すべて、

21 すなわち、この地に残されていた人々、イスラエル人が聖絶できなかった人々の子孫を、ソロ

モンは強制労働に徴用した。今日に至るまで、そうである。

22 しかし、ソロモンはイスラエル人を奴隷にはしなかった。彼らは戦士であり、彼の家来であ

り、隊長であり、補佐官であり、戦車隊や騎兵隊の長だったからである。



23 ソロモンには工事の監督をする長が五百五十人いて、工事に携わる民を指揮していた。

24 ファラオの娘が、ダビデの町から、ソロモンが彼女のために建てた家に上って来たとき、ソロ

モンはミロを建てた。

25 ソロモンは、主のために築いた祭壇の上に、一年に三度、全焼のささげ物と交わりのいけにえ

を献げ、それらとともに主の前で香をたいた。彼は神殿を完成させた。

26 また、ソロモン王は、エドムの地の葦の海の岸辺にあるエイラトに近いエツヨン・ゲベルに船

団を設けた。

27 ヒラムはこの船団に、自分のしもべで海に詳しい水夫たちを、ソロモンのしもべたちと一緒に

送り込んだ。

28 彼らはオフィルへ行き、そこから四百二十タラントの金を取って、ソロモン王のもとに運ん

だ。

第10章

1 ときに、シェバの女王は、主の御名によるソロモンの名声を聞き、難問をもって彼を試そうと

してやって来た。

2 彼女は非常に大勢の従者を率い、バルサム油と非常に多くの金および宝石をらくだに載せて、

エルサレムにやって来た。彼女はソロモンのところに来ると、心にあることをすべて彼に問い

かけた。

3 ソロモンは、彼女のすべての問いに答えた。王が分からなくて、彼女に答えられなかったこと

は何一つなかった。

4 シェバの女王は、ソロモンのすべての知恵と、彼が建てた宮殿と、

5 その食卓の料理、列席の家来たち、給仕たちの態度とその服装、献酌官たち、そして彼が主の

宮で献げた全焼のささげ物を見て、息も止まるばかりであった。

6 彼女は王に言った。「私が国であなたの事績とあなたの知恵について聞き及んでいたことは、

本当でした。

7 私は自分で来て、自分の目で見るまでは、そのことを信じなかったのですが、なんと、私には

その半分も知らされていなかったのです。あなたの知恵と繁栄は、私が聞いていたうわさよ

り、はるかにまさっています。

8 なんと幸せなことでしょう。あなたにつく人たちは。なんと幸せなことでしょう。いつもあな

たの前に立って、あなたの知恵を聞くことができる、このあなたの家来たちは。

9 あなたの神、主がほめたたえられますように。主はあなたを喜び、イスラエルの王座にあなた

を就かせられました。主はイスラエルをとこしえに愛しておられるので、あなたを王とし、公

正と正義を行わせるのです。」

10 彼女は百二十タラントの金と、非常に多くのバルサム油と宝石を王に贈った。シェバの女王が

ソロモン王に贈ったほど多くのバルサム油は、二度と入って来なかった。

11 また、オフィルから金を積んで来たヒラムの船団は、非常に多くの白檀の木材と宝石を、オフ

ィルから運んで来た。

12 王はこの白檀の木材で、主の宮と王宮のための柱を作り、歌い手たちのための竪琴と琴を作っ

た。今日まで、このような白檀の木材が入って来たことはなく、見られたこともなかった。



13 ソロモン王は、シェバの女王が求めたものは何でもその望みのままに与えた。さらに、ソロモ

ン王の豊かさにふさわしいものも彼女に与えた。彼女は家来たちを連れて、自分の国へ帰って

行った。

14 一年間にソロモンのところに入って来た金の重さは、金の目方で六百六十六タラントであっ

た。

15 このほかに、隊商から得たもの、貿易商人の商いで得たもの、アラビアのすべての王たち、お

よびその地の総督たちからのものがあった。

16 ソロモン王は、延べ金で大盾二百を作り、その大盾一つに六百シェケルの金を使った。

17 また延べ金で盾三百を作り、その盾一つに三ミナの金を使った。王はそれらを「レバノンの森

の宮殿」に置いた。

18 王は大きな象牙の王座を作り、これに純粋な金をかぶせた。

19 王座には六つの段があり、その王座の背の上部は丸かった。座席の両側に肘掛けがあり、その

肘掛けのわきには二頭の雄獅子が立っていた。

20 また、十二頭の雄獅子が六つの段の両側に立っていた。このような物は、どこの王国でも作ら

れたことがなかった。

21 ソロモン王が飲み物に用いる器はすべて金であった。「レバノンの森の宮殿」にあった器もす

べて純金で、銀の物はなかった。銀は、ソロモンの時代には価値あるものとは見なされていな

かった。

22 王が海にヒラムの船団のほかにタルシシュの船団を持っていて、三年に一度、タルシシュの船

団が金、銀、象牙、猿、孔雀を運んで来たからである。

23 ソロモン王は、富と知恵において、地上のどの王よりもまさっていた。

24 全世界は、神がソロモンの心に授けられた知恵を聞こうとして、彼に謁見を求めた。

25 彼らはそれぞれ贈り物として、銀の器、金の器、衣服、武器、バルサム油、馬、ろばなどを、

毎年携えて来た。

26 ソロモンは戦車と騎兵を集め、戦車千四百台と騎兵一万二千人を所有した。彼はこれらを戦車

の町々、およびエルサレムの王のもとに配置した。

27 王はエルサレムで銀を石のように用い、杉の木をシェフェラのいちじく桑の木のように大量に

用いた。

28 ソロモンが所有していた馬は、エジプトとクエから輸入されたもので、王の商人たちが、代価

を払ってクエから手に入れたものであった。

29 戦車はエジプトから銀六百、馬は銀百五十で買い上げられて、輸入された。同様に、ヒッタイ

ト人のすべての王やアラムの王たちにも、王の商人たちの仲買で輸出された。

第11章

1 ソロモン王は、ファラオの娘のほかに多くの異国人の女、すなわちモアブ人の女、アンモン人

の女、エドム人の女、シドン人の女、ヒッタイト人の女を愛した。

2 この女たちは、主がかつてイスラエル人に、「あなたがたは彼らの中に入ってはならない。彼

らをあなたがたの中に入れてもいけない。さもないと、彼らは必ずあなたがたの心を転じて彼

らの神々に従わせる」と言われた、その国々の者であった。しかし、ソロモンは彼女たちを愛

して離れなかった。



3 彼には、七百人の王妃としての妻と、三百人の側女がいた。その妻たちが彼の心を転じた。

4 ソロモンが年をとったとき、その妻たちが彼の心をほかの神々の方へ向けたので、彼の心は父

ダビデの心と違って、彼の神、主と一つにはなっていなかった。

5 ソロモンは、シドン人の女神アシュタロテと、アンモン人の、あの忌むべき神ミルコムに従っ

た。

6 こうしてソロモンは、主の目に悪であることを行い、父ダビデのようには主に従い通さなかっ

た。

7 当時ソロモンは、モアブの忌むべきケモシュのために、エルサレムの東にある山の上に高き所

を築いた。アンモン人の、忌むべきモレクのためにも、そうした。

8 彼は異国人であるすべての妻のためにも同じようにしたので、彼女たちは自分の神々に香をた

き、いけにえを献げた。

9 主はソロモンに怒りを発せられた。それは彼の心がイスラエルの神、主から離れたからであ

る。主が二度も彼に現れ、

10 このことについて、ほかの神々に従っていってはならないと命じておられたのに、彼が主の命

令を守らなかったのである。

11 そのため、主はソロモンに言われた。「あなたがこのようにふるまい、わたしが命じたわたし

の契約と掟を守らなかったので、わたしは王国をあなたから引き裂いて、あなたの家来に与え

る。

12 しかし、あなたの父ダビデに免じて、あなたが生きている間はそうしない。あなたの子の手か

ら、それを引き裂く。

13 ただし、王国のすべてを引き裂くのではなく、わたしのしもべダビデと、わたしが選んだエル

サレムのために、一つの部族だけをあなたの子に与える。」

14 こうして主は、ソロモンに敵対する者としてエドム人ハダドを起こされた。彼はエドムの王の

子孫であった。

15 ダビデがかつてエドムにいたころ、軍の長ヨアブが戦死者を葬りに上って行き、エドムの男子

をみな打ち殺したことがあった。

16 ヨアブは全イスラエルとともに六か月の間そこにとどまり、エドムの男子をみな絶ち滅ぼした

のである。

17 しかしそのとき、ハダドは、彼の父のしもべである数人のエドム人と逃げてエジプトへ行っ

た。当時、ハダドは少年であった。

18 彼らはミディアンを出発してパランまで行き、パランから何人かの従者を従えてエジプトへ、

エジプトの王ファラオのところへ行った。するとファラオは彼に家を与え、食糧を支給し、さ

らに土地も与えた。

19 ハダドはファラオにことのほか気に入られ、ファラオは自分の妻の妹、王妃タフペネスの妹を

彼に妻として与えた。

20 タフペネスの妹は、彼に男の子ゲヌバテを産んだ。タフペネスはその子をファラオの宮殿で育

てた。ゲヌバテは、ファラオの宮殿でファラオの子どもたちと一緒にいた。

21 ハダドは、ダビデが先祖とともに眠りについたこと、また軍の長ヨアブも死んだことを、エジ

プトで聞いた。そこでハダドがファラオに「私を国へ帰らせてください」と言うと、



22 ファラオは彼に言った。「おまえは、私に何か不満があるのか。自分の国へ帰ることを求める

とは。」するとハダドは、「違います。ただ、とにかく私を帰らせてください」と答えたので

ある。

23 神はまた、ソロモンに敵対する者として、エリヤダの子レゾンを起こされた。彼は、自分の主

人、ツォバの王ハダドエゼルのもとから逃亡した者であった。

24 ダビデがハダドエゼルの兵士たちを殺害した後、レゾンは人々を自分のところに集め、略奪隊

の隊長となった。彼らはダマスコに行ってそこに住み、ダマスコを支配した。

25 彼は、ソロモンが生きている間、ハダドのように悪を行ってイスラエルに敵対し、イスラエル

を憎んだ。こうして彼はアラムを支配した。

26 ツェレダ出身のエフライム人、ネバテの子ヤロブアムはソロモンの家来であった。彼の母の名

はツェルアといい、やもめであった。ところが彼も王に反逆した。

27 彼が王に反逆するようになった事情はこうである。ソロモンはミロを建て、彼の父ダビデの町

の破れ口をふさいでいた。

28 ヤロブアムは手腕家であった。ソロモンはこの若者の働きぶりを見て、ヨセフの家のすべての

役務を管理させた。

29 そのころ、ヤロブアムがエルサレムから出て来ると、シロ人で預言者であるアヒヤが道で彼に

会った。アヒヤは新しい外套を着ていた。彼ら二人だけが野にいた。

30 アヒヤは着ていた新しい外套をつかみ、それを十二切れに引き裂き、

31 ヤロブアムに言った。「十切れを取りなさい。イスラエルの神、主はこう言われる。『見よ。

わたしはソロモンの手から王国を引き裂き、十部族をあなたに与える。

32 ただし、ソロモンには一つの部族だけ残る。それは、わたしのしもべダビデと、わたしがイス

ラエルの全部族の中から選んだ都、エルサレムに免じてのことである。

33 というのは、人々がわたしを捨て、シドン人の女神アシュタロテや、モアブの神ケモシュや、

アンモン人の神ミルコムを拝み、父ダビデのようには、わたしの目にかなうことを行わず、わ

たしの掟と定めを守らず、わたしの道に歩まなかったからである。

34 しかし、わたしはソロモンの手から王国のすべてを取り上げることはしない。わたしが選び、

わたしの命令と掟を守った、わたしのしもべダビデに免じて、ソロモンが生きている間は、彼

を君主としておく。

35 わたしは彼の子の手から王位を取り上げ、十部族をあなたに与える。

36 彼の子には一つの部族を与える。それは、わたしの名を置くために選んだ都エルサレムで、わ

たしのしもべダビデが、わたしの前にいつも一つのともしびを保つためである。

37 わたしがあなたを召したなら、あなたは自分の望むとおりに王となり、イスラエルを治める王

とならなければならない。

38 もし、わたしが命じるすべてのことにあなたが聞き従い、わたしの道に歩み、わたしのしもべ

ダビデが行ったように、わたしの掟と命令を守って、わたしの目にかなうことを行うなら、わ

たしはあなたとともにいて、わたしがダビデのために建てたように、確かな家をあなたのため

に建て、イスラエルをあなたに与える。

39 このために、わたしはダビデの子孫を苦しめる。しかし、それを永久に続けはしない。』」

40 ソロモンはヤロブアムを殺そうとしたが、ヤロブアムは立ち去ってエジプトに逃れ、エジプト

の王シシャクのもとに行き、ソロモンが死ぬまでエジプトにいた。



41 ソロモンについてのその他の事柄、彼が行ったすべてのこと、および彼の知恵、それは『ソロ

モンの事績の書』に確かに記されている。

42 ソロモンがエルサレムで全イスラエルの王であった期間は、四十年であった。

43 ソロモンは先祖とともに眠りにつき、父ダビデの町に葬られた。彼の子レハブアムが代わって

王となった。

第12章

1 レハブアムはシェケムに行った。全イスラエルが彼を王とするために、シェケムに来ていたか

らである。

2 ネバテの子ヤロブアムは、まだソロモン王の顔を避けてエジプトに逃れていた間に、レハブア

ムのことを聞いた。そのとき、ヤロブアムはエジプトに住んでいた。

3 人々は使者を遣わして、彼を呼び寄せた。ヤロブアムは、イスラエルの全会衆とともにレハブ

アムのところに来て言った。

4 「あなたの父上は、私たちのくびきを重くしました。今、あなたは、父上が私たちに負わせた

過酷な労働と重いくびきを軽くしてください。そうすれば、私たちはあなたに仕えます。」

5 するとレハブアムは彼らに、「行け。三日たったら私のところに戻って来るがよい」と言っ

た。そこで民は出て行った。

6 レハブアム王は、父ソロモンが生きている間ソロモンに仕えていた長老たちに、「この民にど

う返答したらよいと思うか」と相談した。

7 彼らは王に答えた。「今日、もしあなたがこの民のしもべとなって彼らに仕え、彼らに答えて

親切なことばをかけてやるなら、彼らはいつまでも、あなたのしもべとなるでしょう。」

8 しかし、王はこの長老たちが与えた助言を退け、自分とともに育ち、自分に仕えている若者た

ちにこう相談した。

9 「この民に何と返答したらよいと思うか。私に『あなたの父上が私たちに負わせたくびきを軽

くしてください』と言ってきたのだが。」

10 彼とともに育った若者たちは答えた。「『あなたの父上は私たちのくびきを重くしました。け

れども、あなたはそれを軽くしてください』と言ってきたこの民には、こう答えたらよいでし

ょう。彼らにこう言いなさい。『私の小指は父の腰よりも太い。

11 私の父がおまえたちに重いくびきを負わせたのであれば、私はおまえたちのくびきをもっと重

くする。私の父がおまえたちをむちで懲らしめたのであれば、私はサソリでおまえたちを懲ら

しめる』と。」

12 ヤロブアムとすべての民は、三日目にレハブアムのところに来た。王が「三日目に私のところ

に戻って来るがよい」と命じたからである。

13 王は民に厳しく答え、長老たちが彼に与えた助言を退け、

14 若者たちの助言どおりに彼らに答えた。「私の父がおまえたちのくびきを重くしたのなら、私

はおまえたちのくびきをもっと重くする。私の父がおまえたちをむちで懲らしめたのなら、私

はサソリでおまえたちを懲らしめる。」

15 王は民の願いを聞き入れなかった。かつて主がシロ人アヒヤを通してネバテの子ヤロブアムに

お告げになった約束を実現しようと、主がそう仕向けられたからである。



16 全イスラエルは、王が自分たちに耳を貸さないのを見てとった。そこで、民は王にことばを返

した。 「ダビデのうちには、 われわれのためのどんな割り当て地があろうか。 エッサイの子

のうちには、 われわれのためのゆずりの地はない。 イスラエルよ、自分たちの天幕に帰れ。

ダビデよ、今、あなたの家を見よ。」 イスラエルは自分たちの天幕に帰って行った。

17 ただし、ユダの町々に住んでいるイスラエルの子らにとっては、レハブアムがその王であっ

た。

18 レハブアム王は役務長官アドラムを遣わしたが、全イスラエルは彼を石で打ち殺した。レハブ

アム王はやっとの思いで戦車に乗り込み、エルサレムに逃げた。

19 このようにして、イスラエルはダビデの家に背いた。今日もそうである。

20 全イスラエルは、ヤロブアムが戻って来たことを聞いたので、人を遣わして彼を会衆のところ

に招き、彼を全イスラエルの王とした。ユダの部族以外には、ダビデの家に従う者はいなかっ

た。

21 レハブアムはエルサレムに帰り、ユダの全家とベニヤミンの部族から選り抜きの戦士十八万を

召集し、王位をソロモンの子レハブアムのもとに取り戻すため、イスラエルの家と戦おうとし

た。

22 すると、神の人シェマヤに次のような神のことばがあった。

23 「ユダの王、ソロモンの子レハブアム、ユダとベニヤミンの全家、およびそのほかの民に告げ

よ。

24 『主はこう言われる。上って行ってはならない。あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々と

戦ってはならない。それぞれ自分の家に帰れ。わたしが、こうなるように仕向けたのだか

ら。』」そこで、彼らは主のことばに聞き従い、主のことばのとおりに帰って行った。

25 ヤロブアムはエフライムの山地にシェケムを築き直し、そこに住んだ。さらに、彼はそこから

出て、ペヌエルを築き直した。

26 ヤロブアムは心に思った。「今のままなら、この王国はダビデの家に帰るだろう。

27 この民が、エルサレムにある主の宮でいけにえを献げるために上ることになっているなら、こ

の民の心は彼らの主君、ユダの王レハブアムに再び帰り、彼らは私を殺して、ユダの王レハブ

アムのもとに帰るだろう。」

28 そこで王は相談して金の子牛を二つ造り、彼らに言った。「もうエルサレムに上る必要はな

い。イスラエルよ。ここに、あなたをエジプトから連れ上った、あなたの神々がおられる。」

29 それから彼は一つをベテルに据え、もう一つをダンに置いた。

30 このことは罪となった。民はこの一つを礼拝するためダンまで行った。

31 それから彼は高き所の宮を造り、レビの子孫でない一般の民の中から祭司を任命した。

32 そのうえ、ヤロブアムはユダにある祭りに倣って、祭りの日を第八の月の十五日と定め、祭壇

でささげ物を献げた。こうして彼は、ベテルで自分が造った子牛にいけにえを献げた。また、

彼が造った高き所の祭司たちをベテルに常駐させた。

33 彼は、自分で勝手に考え出した月である第八の月の十五日に、ベテルに造った祭壇でいけにえ

を献げた。このように、彼はイスラエルの人々のために祭りの日を定め、祭壇でいけにえを献

げ、香をたいた。



第13章

1 一人の神の人が、主の命令によってユダからベテルにやって来た。ちょうどそのとき、ヤロブ

アムは香をたくために祭壇のそばに立っていた。

2 すると、この人は主の命令によって祭壇に向かい、これに呼びかけて言った。「祭壇よ、祭壇

よ、主はこう言われる。『見よ、一人の男の子がダビデの家に生まれる。その名はヨシヤ。彼

は、おまえの上で香をたく高き所の祭司たちを、いけにえとしておまえの上に献げ、人の骨が

おまえの上で焼かれる。』」

3 その日、彼は一つのしるしを与えて、次のように言った。「これが主の告げられたしるしであ

る。見よ、祭壇は裂け、その上の灰はこぼれ出る。」

4 ヤロブアム王は、ベテルの祭壇に向かって叫んでいる神の人のことばを聞いたとき、祭壇から

手を伸ばして「彼を捕らえよ」と言った。すると、彼に向けて伸ばしていた手はしなび、戻す

ことができなくなった。

5 神の人が主のことばによって与えたしるしのとおり、祭壇は裂け、灰は祭壇からこぼれ出た。

6 そこで、王はこの神の人に向かって言った。「どうか、あなたの神、主にお願いして、私のた

めに祈ってください。そうすれば、私の手は元に戻るでしょう。」神の人が主に願ったので、

王の手は元に戻り、前と同じようになった。

7 王は神の人に言った。「私と一緒に宮殿に来て、食事をして元気をつけてください。あなたに

贈り物をしたいのです。」

8 すると神の人は王に言った。「たとえ、あなたの宮殿の半分を私に下さっても、私はあなたと

一緒に参りません。また、この場所ではパンも食べず、水も飲みません。

9 というのは、主のことばによって、『パンを食べてはならない。水も飲んではならない。ま

た、もと来た道を通って帰ってはならない』と命じられているからです。」

10 こうして、彼はベテルに来たときの道は通らず、ほかの道を通って帰った。

11 一人の年老いた預言者がベテルに住んでいた。その息子たちが来て、その日、ベテルで神の人

がしたことを残らず彼に話した。また、彼らは、この人が王に告げたことばも父に話した。

12 すると父は「その人はどの道を行ったか」と彼らに尋ねた。息子たちは、ユダから来た神の人

が行った道を知っていた。

13 父は息子たちに「ろばに鞍を置いてくれ」と言った。彼らがろばに鞍を置くと、父はろばに乗

り、

14 神の人の後を追って行った。そして、その人が樫の木の下に座っているのを見つけると、「ユ

ダからおいでになった神の人はあなたですか」と尋ねた。その人は「私です」と答えた。

15 彼はその人に「私と一緒に家に来て、パンを食べてください」と言った。

16 するとその人は言った。「私は、あなたと一緒に引き返して、あなたと一緒に行くことはでき

ません。また、この場所では、あなたと一緒にパンも食べず、水も飲みません。

17 というのは、私は主のことばによって、『そこではパンを食べてはならない。水も飲んではな

らない。もと来た道を通って帰ってはならない』と言われているからです。」

18 彼はその人に言った。「私もあなたと同じく預言者です。御使いが主のことばを受けて、私に

『その人をあなたの家に連れ帰り、パンを食べさせ、水を飲ませよ』と告げました。」こうし

て彼はその人をだました。

19 そこで、その人は彼と一緒に帰り、彼の家でパンを食べ、水を飲んだ。



20 彼らが食卓に着いていたとき、その人を連れ戻した預言者に主のことばがあったので、

21 彼は、ユダから来た神の人に呼びかけて言った。「主はこう言われる。『あなたは主のことば

に背き、あなたの神、主が命じた命令を守らず、

22 引き返して、主があなたに、パンを食べてはならない、水も飲んではならないと言った場所で

パンを食べ、水を飲んだので、あなたの亡骸は、あなたの先祖の墓には入らない。』」

23 彼はパンを食べ、水を飲んだ後、彼が連れ帰った預言者のために、ろばに鞍を置いた。

24 その人が出て行くと、獅子が道でその人に会い、その人を殺した。死体は道に放り出され、ろ

ばは、そのそばに立っていた。獅子も死体のそばに立っていた。

25 そこを人々が通りかかり、道に放り出されている死体と、その死体のそばに立っている獅子を

見た。彼らは、あの年老いた預言者の住んでいる町に行って、このことを話した。

26 その人を途中から連れ帰ったあの預言者は、それを聞いて言った。「それは、主のことばに背

いた神の人だ。主が彼に告げたことばどおりに、主が彼を獅子に渡され、獅子が彼を裂いて殺

したのだ。」

27 そして、息子たちに「ろばに鞍を置いてくれ」と言ったので、彼らは鞍を置いた。

28 彼は出かけて行って、道に放り出されている死体と、その死体のそばに立っている、ろばと獅

子を見つけた。獅子はその死体を食べず、ろばを引き裂いてもいなかった。

29 そこで、年老いた預言者は神の人の遺体を取り上げ、それをろばに乗せて自分の町に持ち帰

り、悼み悲しんで葬った。

30 彼が遺体を自分の墓に納めると、皆はその人のために、「ああ、わが兄弟」と言って悼み悲し

んだ。

31 彼はその人を葬った後、息子たちに言った。「私が死んだら、あの神の人を葬った墓に私を葬

り、あの人の骨のそばに私の骨を納めてくれ。

32 あの人が主のことばにしたがって、ベテルにある祭壇とサマリアの町々にあるすべての高き所

の宮に向かって叫んだことばは、必ず成就するからだ。」

33 このことがあった後も、ヤロブアムは悪い道から立ち返ることをせず、引き続き一般の民の中

から高き所の祭司たちを任命し、だれでも志願する者を任職して高き所の祭司にした。

34 このことは、ヤロブアムの家の罪となり、ついには大地の面から根絶やしにされることとなっ

た。

第14章

1 このころ、ヤロブアムの子アビヤが病気になったので、

2 ヤロブアムは妻に言った。「さあ、変装し、ヤロブアムの妻だと分からないようにしてシロへ

行ってくれ。そこには、私がこの民の王となることを私に告げた預言者アヒヤがいる。

3 パン十個と菓子数個、それに蜜の瓶を持って彼のところへ行ってくれ。彼は子どもがどうなる

か教えてくれるだろう。」

4 ヤロブアムの妻は言われたとおりにして、シロへ出かけ、アヒヤの家に行ったが、アヒヤは年

をとって目がこわばり、見ることができなかった。

5 しかし、主はアヒヤに言われた。「今、ヤロブアムの妻が来て、子どものことをあなたに尋ね

ようとしている。その子が病気だからだ。あなたは、これこれのことを彼女に告げなければな

らない。入って来るときには、彼女はほかの女のようなふりをしている。」



6 アヒヤは、戸口に入って来る彼女の足音を聞いて言った。「入りなさい、ヤロブアムの妻よ。

なぜ、ほかの女のようなふりをしているのですか。私はあなたに厳しいことを伝えなければな

りません。

7 行って、ヤロブアムに言いなさい。イスラエルの神、主はこう言われる。『わたしは民の中か

らあなたを高く上げ、わたしの民イスラエルを治める君主とし、

8 ダビデの家から王国を引き裂いて、あなたに与えた。しかしあなたは、わたしのしもべダビデ

のようではなかった。ダビデはわたしの命令を守り、心を尽くしてわたしに従い、ただ、わた

しの目にかなうことだけを行った。

9 ところがあなたは、これまでのだれよりも悪いことをした。行って自分のためにほかの神々や

鋳物の像を造り、わたしの怒りを引き起こし、わたしをあなたのうしろに捨て去った。

10 だから、見よ、わたしはヤロブアムの家にわざわいをもたらす。イスラエルの中の、ヤロブア

ムに属する小童から奴隷や自由な者に至るまで絶ち滅ぼし、人が糞を残らず焼き去るように、

ヤロブアムの家の跡を除き去る。

11 ヤロブアムに属する者は、町で死ぬなら犬がこれを食らい、野で死ぬなら空の鳥がこれを食ら

う。』主が、こう言われたのです。

12 さあ、家に帰りなさい。あなたの足が町に入るとき、その子は死にます。

13 全イスラエルがその子のために悼み悲しんで葬るでしょう。ヤロブアムの家の者で墓に葬られ

るのは、彼だけです。ヤロブアムの家の中で、彼だけに、イスラエルの神、主のみこころにか

なうことがあったからです。

14 主はご自分のためにイスラエルの上に一人の王を起こされます。彼はその日、いや、今にもヤ

ロブアムの家を絶ち滅ぼします。

15 主はイスラエルを打って、水に揺らぐ葦のようにし、彼らの先祖に与えられたこの良い地の面

からイスラエルを引き抜き、あの大河の向こうに散らされるでしょう。彼らがアシェラ像を造

って主の怒りを引き起こしたからです。

16 ヤロブアムが自分で犯した罪と、彼がイスラエルに犯させた罪のゆえに、主はイスラエルを捨

てられるのです。」

17 ヤロブアムの妻は立ち去って、ティルツァに着いた。彼女が家の敷居をまたいだとき、その子

は死んだ。

18 人々はその子を葬り、全イスラエルは彼のために悼み悲しんだ。主がそのしもべ、預言者アヒ

ヤによって語られたことばのとおりであった。

19 ヤロブアムについてのその他の事柄、彼がいかに戦い、いかに治めたかは、『イスラエルの王

の歴代誌』にまさしく記されている。

20 ヤロブアムが王であった期間は二十二年であった。彼は先祖とともに眠りにつき、その子ナダ

ブが代わって王となった。

21 ユダではソロモンの子レハブアムが王になっていた。レハブアムは四十一歳で王となり、主が

ご自分の名を置くためにイスラエルの全部族の中から選ばれた都、エルサレムで十七年間、王

であった。彼の母の名はナアマといい、アンモン人であった。

22 ユダの人々は主の目に悪であることを行い、彼らが犯した罪によって、その先祖たちが行った

すべてのこと以上に主のねたみを引き起こした。



23 彼らも、すべての高い丘の上や青々と茂るあらゆる木の下に、高き所や、石の柱や、アシェラ

像を立てた。

24 この国には神殿男娼もいた。彼らは、主がイスラエルの子らの前から追い払われた異邦の民

の、すべての忌み嫌うべき慣わしをまねて行っていた。

25 レハブアム王の第五年に、エジプトの王シシャクがエルサレムに攻め上って来て、

26 主の宮の財宝と王宮の財宝を奪い取った。彼は何もかも奪い取った。ソロモンが作った金の盾

もすべて奪い取った。

27 レハブアム王は、その代わりに青銅の盾を作り、これを王宮の門を守る近衛兵の隊長の手に託

した。

28 王が主の宮に入るたびに、近衛兵がこれを運び、また近衛兵の控え室に戻した。

29 レハブアムについてのその他の事柄、彼が行ったすべてのこと、それは『ユダの王の歴代誌』

に確かに記されている。

30 レハブアムとヤロブアムの間には、いつも戦いがあった。

31 レハブアムは先祖とともに眠りにつき、先祖とともにダビデの町に葬られた。彼の母の名はナ

アマといい、アンモン人であった。彼の子アビヤムが代わって王となった。

第15章

1 ネバテの子ヤロブアムの第十八年に、アビヤムがユダの王となり、

2 エルサレムで三年間、王であった。彼の母の名はマアカといい、アブサロムの娘であった。

3 彼は、かつて自分の父が行ったあらゆる罪のうちを歩み、彼の心は父祖ダビデの心のように、

彼の神、主と一つにはなっていなかった。

4 しかし、ダビデに免じて、彼の神、主は、彼のためにエルサレムに一つのともしびを与えて、

彼の跡を継ぐ子を起こし、エルサレムを堅く立てられた。

5 それは、ダビデが主の目にかなうことを行い、ヒッタイト人ウリヤのことのほかは、一生の

間、主が命じられたすべてのことからそれなかったからである。

6 レハブアムとヤロブアムの間には、彼の一生の間、戦いがあった。

7 アビヤムについてのその他の事柄、彼が行ったすべてのこと、それは『ユダの王の歴代誌』に

確かに記されている。アビヤムとヤロブアムの間には戦いがあった。

8 アビヤムは先祖とともに眠りにつき、人々は彼をダビデの町に葬った。彼の子アサが代わって

王となった。

9 イスラエルの王ヤロブアムの第二十年に、ユダの王アサが王となった。

10 彼はエルサレムで四十一年間、王であった。彼の母の名はマアカといい、アブサロムの娘であ

った。

11 アサは父祖ダビデのように、主の目にかなうことを行った。

12 彼は神殿男娼を国から追放し、先祖たちが造った偶像をことごとく取り除いた。

13 また、母マアカがアシェラのために憎むべき像を造ったので、彼女を皇太后の位から退けた。

アサはその憎むべき像を切り倒し、これをキデロンの谷で焼いた。

14 高き所は取り除かれなかったが、アサの心は生涯、主とともにあり、全きものであった。

15 彼は、父が聖別した物と自分が聖別した物、銀、金、器を、主の宮に運び入れた。



16 アサとイスラエルの王バアシャの間には、彼らが生きている間、戦いがあった。

17 イスラエルの王バアシャはユダに上って来て、ラマを築き直し、ユダの王アサのもとにだれも

出入りできないようにした。

18 アサは、主の宮の宝物倉と王宮の宝物倉に残っていた銀と金をことごとく取って、自分の家来

たちの手に渡した。アサ王は、彼らをダマスコに住んでいたアラムの王、ヘズヨンの子タブリ

ンモンの子ベン・ハダドのもとに遣わして言った。

19 「私の父とあなたの父上の間にあったように、私とあなたの間にも盟約を結びましょう。ご覧

ください。私はあなたに銀と金の贈り物をしました。どうか、イスラエルの王バアシャとの盟

約を破棄して、彼が私のもとから離れ去るようにしてください。」

20 ベン・ハダドはアサ王の願いを聞き入れ、自分の配下の軍の高官たちをイスラエルの町々に差

し向け、イヨンと、ダンと、アベル・ベテ・マアカ、およびキネレテ全域とナフタリの全土を

攻撃した。

21 バアシャはこれを聞くと、ラマを築き直すのを中止して、ティルツァにとどまった。

22 そこで、アサ王はユダ全土にもれなく布告し、バアシャが建築に用いたラマの石材と木材を運

び出させた。アサ王は、これを用いてベニヤミンのゲバとミツパを建てた。

23 アサのその他のすべての事柄、すべての功績、彼が行ったすべてのことや彼が建てた町々のこ

と、それは『ユダの王の歴代誌』に確かに記されている。ただ、彼は年をとってから、両足と

も病気になった。

24 アサは先祖とともに眠りにつき、先祖とともに父ダビデの町に葬られた。彼の子ヨシャファテ

が代わって王となった。

25 ユダの王アサの第二年に、ヤロブアムの子ナダブがイスラエルの王となり、二年間イスラエル

の王であった。

26 彼は主の目に悪であることを行い、彼の父の道に歩み、父がイスラエルに犯させた罪の道を歩

んだ。

27 イッサカルの家のアヒヤの子バアシャは、彼に謀反を企てた。バアシャはペリシテ人のギベト

ンで彼を討った。ナダブとイスラエル全軍はギベトンを攻め囲んでいたのである。

28 こうして、バアシャはユダの王アサの第三年にナダブを殺し、彼に代わって王となった。

29 彼は王となったとき、ヤロブアムの全家を討ち、ヤロブアムに属する息ある者を一人も残さ

ず、根絶やしにした。主がそのしもべ、シロ人アヒヤを通して言われたことばのとおりであっ

た。

30 これはヤロブアムが犯した罪のゆえ、またイスラエルに犯させた罪のゆえであり、彼が引き起

こしたイスラエルの神、主の怒りによるものであった。

31 ナダブについてのその他の事柄、彼が行ったすべてのこと、それは『イスラエルの王の歴代

誌』に確かに記されている。

32 アサとイスラエルの王バアシャの間には、彼らが生きている間、戦いがあった。

33 ユダの王アサの第三年に、アヒヤの子バアシャがティルツァで全イスラエルの王となった。治

世は二十四年であった。

34 彼は主の目に悪であることを行い、ヤロブアムの道に歩み、ヤロブアムがイスラエルに犯させ

た罪の道に歩んだ。



第16章

1 そのとき、ハナニの子エフーに、バアシャに対する次のような主のことばがあった。

2 「わたしは、あなたをちりから引き上げ、わたしの民イスラエルの君主としたが、あなたはヤ

ロブアムの道に歩み、わたしの民イスラエルに罪を犯させ、その罪によってわたしの怒りを引

き起こした。

3 今、わたしはバアシャとその家を除き去り、あなたの家をネバテの子ヤロブアムの家のように

する。

4 バアシャに属する者で、町で死ぬ者は犬がこれを食らい、野で死ぬ者は空の鳥がこれを食ら

う。」

5 バアシャについてのその他の事柄、彼が行ったこと、その功績、それは『イスラエルの王の歴

代誌』に確かに記されている。

6 バアシャは先祖とともに眠りにつき、ティルツァに葬られた。彼の子エラが代わって王となっ

た。

7 主のことばはまた、ハナニの子、預言者エフーを通してバアシャとその家に向けられた。それ

は、彼が主の目に悪であるすべてのことを行い、その手のわざによって主の怒りを引き起こし

てヤロブアムの家のようになり、また彼がヤロブアムを打ち殺したからである。

8 ユダの王アサの第二十六年に、バアシャの子エラがティルツァでイスラエルの王となった。治

世は二年であった。

9 彼がティルツァにいて、ティルツァの宮廷長官アルツァの家で酒を飲んで酔っていたとき、彼

の家来で、戦車隊の半分の長であるジムリが彼に謀反を企てた。

10 ユダの王アサの第二十七年に、ジムリが入って来てエラを打ち殺し、彼に代わって王となっ

た。

11 ジムリは王となり王座に就くと、すぐにバアシャの全家を討ち、小童から親類、友人に至るま

で、一人も残さなかった。

12 こうして、ジムリはバアシャの全家を根絶やしにした。預言者エフーを通してバアシャに言わ

れた主のことばのとおりであった。

13 これは、バアシャのすべての罪とその子エラの罪のゆえであり、彼らが罪を犯し、また彼らが

イスラエルに罪を犯させ、彼らの空しい神々によってイスラエルの神、主の怒りを引き起こし

たためである。

14 エラについてのその他の事柄、彼が行ったすべてのこと、それは『イスラエルの王の歴代誌』

に確かに記されている。

15 ユダの王アサの第二十七年に、ジムリが七日間ティルツァで王となった。そのとき、兵はペリ

シテ人のギベトンに対して陣を敷いていた。

16 陣を敷いていたこの兵は、「ジムリが謀反を起こして王を打ち殺した」と言われるのを聞い

た。すると、全イスラエルはその日、その陣営で軍の長オムリをイスラエルの王とした。

17 オムリは全イスラエルとともにギベトンから上って来て、ティルツァを包囲した。

18 ジムリは町が攻め取られるのを見ると、王宮の高殿に入り、自ら王宮に火を放って死んだ。

19 これは、彼が罪を犯して主の目に悪であることを行い、ヤロブアムの道に歩んだその罪のゆえ

であり、イスラエルに罪を犯させた彼の罪のゆえであった。



20 ジムリについてのその他の事柄、彼が企てた謀反、それは『イスラエルの王の歴代誌』に確か

に記されている。

21 当時、イスラエルの民は二派に分裂していた。民の半分はギナテの子ティブニに従って彼を王

にしようとし、もう半分はオムリに従った。

22 オムリに従った民は、ギナテの子ティブニに従った民より強かったので、ティブニが死ぬとオ

ムリが王となった。

23 ユダの王アサの第三十一年に、オムリはイスラエルの王となり、十二年間、王であった。六年

間はティルツァで王であった。

24 彼は銀二タラントでシェメルからサマリアの山を買い、その山に町を建て、彼が建てたこの町

の名を、その山の持ち主であったシェメルの名にちなんでサマリアと呼んだ。

25 オムリは主の目に悪であることを行い、彼以前のだれよりも悪いことをした。

26 彼はネバテの子ヤロブアムのすべての道に歩み、イスラエルに罪を犯させ、彼らの空しい神々

によってイスラエルの神、主の怒りを引き起こした。

27 オムリが行ったその他の事柄、彼が立てた功績、それは『イスラエルの王の歴代誌』に確かに

記されている。

28 オムリは先祖とともに眠りにつき、サマリアに葬られた。彼の子アハブが代わって王となっ

た。

29 オムリの子アハブは、ユダの王アサの第三十八年に、イスラエルの王となった。オムリの子ア

ハブはサマリアで二十二年間、イスラエルの王であった。

30 オムリの子アハブは、彼以前のだれよりも主の目に悪であることを行った。

31 彼にとっては、ネバテの子ヤロブアムの罪のうちを歩むことは軽いことであった。それどころ

か彼は、シドン人の王エテバアルの娘イゼベルを妻とし、行ってバアルに仕え、それを拝ん

だ。

32 さらに彼は、サマリアに建てたバアルの神殿に、バアルのために祭壇を築いた。

33 アハブはアシェラ像も造った。こうしてアハブは、彼以前の、イスラエルのすべての王たちに

もまして、ますますイスラエルの神、主の怒りを引き起こすようなことを行った。

34 彼の時代に、ベテル人ヒエルがエリコを再建した。彼は、その礎を据えたとき長子アビラムを

失い、門を建てたとき末の子セグブを失った。ヌンの子ヨシュアを通して語られた主のことば

のとおりであった。

第17章

1 ギルアデの住民であるティシュベ人エリヤはアハブに言った。「私が仕えているイスラエルの

神、主は生きておられる。私のことばによるのでなければ、ここ数年の間、露も降りず、雨も

降らない。」

2 それから、エリヤに次のような主のことばがあった。

3 「ここを去って東へ向かい、ヨルダン川の東にあるケリテ川のほとりに身を隠せ。

4 あなたはその川の水を飲むことになる。わたしは烏に、そこであなたを養うように命じた。」

5 そこでエリヤは行って、主のことばどおりにした。彼はヨルダン川の東にあるケリテ川のほと

りに行って住んだ。



6 何羽かの烏が、朝、彼のところにパンと肉を、また夕方にパンと肉を運んで来た。彼はその川

から水を飲んだ。

7 しかし、しばらくすると、その川が涸れた。その地方に雨が降らなかったからである。

8 すると、彼に次のような主のことばがあった。

9 「さあ、シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしはそこの一人のやもめに命

じて、あなたを養うようにしている。」

10 彼はツァレファテへ出て行った。その町の門に着くと、ちょうどそこに、薪を拾い集めている

一人のやもめがいた。そこで、エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水

を持って来て、私に飲ませてください。」

11 彼女が取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言った。「一口のパンも持って来てくだ

さい。」

12 彼女は答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私には焼いたパンはありません。た

だ、かめの中に一握りの粉と、壺の中にほんの少しの油があるだけです。ご覧のとおり、二、

三本の薪を集め、帰って行って、私と息子のためにそれを調理し、それを食べて死のうとして

いるのです。」

13 エリヤは彼女に言った。「恐れてはいけません。行って、あなたが言ったようにしなさい。し

かし、まず私のためにそれで小さなパン菓子を作り、私のところに持って来なさい。その後

で、あなたとあなたの子どものために作りなさい。

14 イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の上に雨を降らせる日まで、そのか

めの粉は尽きず、その壺の油はなくならない。』」

15 彼女は行って、エリヤのことばのとおりにした。彼女と彼、および彼女の家族も、長い間それ

を食べた。

16 エリヤを通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽きず、壺の油はなくならなかっ

た。

17 これらのことの後、この家の女主人の息子が病気になった。その子の病気は非常に重くなり、

ついに息を引き取った。

18 彼女はエリヤに言った。「神の人よ、あなたはいったい私に何をしようとされるのですか。あ

なたは私の咎を思い起こさせ、私の息子を死なせるために来られたのですか。」

19 彼は「あなたの息子を渡しなさい」と彼女に言って、その子を彼女の懐から受け取り、彼が泊

まっていた屋上の部屋に抱えて上がり、その子を自分の寝床の上に寝かせた。

20 彼は主に叫んで祈った。「私の神、主よ。私が世話になっている、このやもめにさえもわざわ

いを下して、彼女の息子を死なせるのですか。」

21 そして、彼は三度その子の上に身を伏せて、主に叫んで祈った。「私の神、主よ。どうか、こ

の子のいのちをこの子のうちに戻してください。」

22 主はエリヤの願いを聞かれたので、子どものいのちがその子のうちに戻り、その子は生き返っ

た。

23 エリヤはその子を抱いて、屋上の部屋から家の中に下りて、その子の母親に渡した。エリヤは

言った。「ご覧なさい。あなたの息子は生きています。」

24 その女はエリヤに言った。「今、私はあなたが神の人であり、あなたの口にある主のことばが

真実であることを知りました。」



第18章

1 かなりの日数を経て、三年目に、次のような主のことばがエリヤにあった。「アハブに会いに

行け。わたしはこの地の上に雨を降らせよう。」

2 そこで、エリヤはアハブに会いに出かけた。そのころ、サマリアでは飢饉がひどかった。

3 アハブは宮廷長官オバデヤを呼び寄せた。オバデヤは主を深く恐れていた。

4 かつてイゼベルが主の預言者たちを殺したときに、オバデヤは百人の預言者たちを救い出し、

五十人ずつ洞穴の中にかくまい、パンと水で彼らを養ったのである。

5 アハブはオバデヤに言った。「国内のすべての水の泉や、すべての川に行ってみよ。馬とらば

を生かしておく草が見つかり、家畜を絶やさないですむかもしれない。」

6 二人はこの国を分けて巡り歩くことにし、アハブは一人で一つの道を行き、オバデヤは一人で

別の道を行った。

7 オバデヤがその道にいたところ、エリヤが彼に会いに来た。オバデヤにはそれがエリヤだと分

かったので、ひれ伏して言った。「あなたは私の主人エリヤではありませんか。」

8 エリヤは彼に答えた。「そうです。行って、エリヤがここにいると、あなたの主人に言いなさ

い。」

9 すると、オバデヤは言った。「私にどんな罪があると言うのですか。あなたがこのしもべをア

ハブの手に渡し、殺そうとされるとは。

10 あなたの神、主は生きておられます。私の主人があなたを捜すために人を遣わさなかった民や

王国は一つもありません。その王国や民が、あなたはいないと言うと、主人は彼らに、あなた

が見つからないという誓いをさせています。

11 今、あなたは『行って、エリヤがここにいるとあなたの主人に言え』と言われます。

12 私があなたから離れて行っている間に、主の霊はあなたを私の知らないところに連れて行くで

しょう。私はアハブに知らせに行きますが、あなたを見つけられなければ、彼は私を殺すでし

ょう。しもべは子どものころから主を恐れています。

13 あなたには、イゼベルが主の預言者たちを殺したとき、私のしたことが知らされていないので

すか。私は主の預言者百人を五十人ずつ洞穴に隠し、パンと水で彼らを養ったのです。

14 今、あなたは『行って、エリヤがここにいるとあなたの主人に言え』と言われます。彼は私を

殺すでしょう。」

15 すると、エリヤは言った。「私が仕えている万軍の主は生きておられます。私は必ず、今日、

アハブの前に出ます。」

16 オバデヤは行ってアハブに会い、彼に告げたので、アハブはエリヤに会うためにやって来た。

17 アハブがエリヤを見るやいなや、アハブは彼に言った。「おまえか、イスラエルにわざわいを

もたらす者は。」

18 エリヤは言った。「私はイスラエルにわざわいをもたらしてはいない。あなたとあなたの父の

家こそ、そうだ。現に、あなたがたは主の命令を捨て、あなたはバアルの神々に従っている。

19 今、人を遣わして、カルメル山の私のところに、全イスラエル、ならびにイゼベルの食卓に着

く、四百五十人のバアルの預言者と四百人のアシェラの預言者を集めなさい。」

20 そこで、アハブはイスラエルのすべての人々に使者を遣わして、預言者たちをカルメル山に集

めた。



21 エリヤは皆の前に進み出て言った。「おまえたちは、いつまで、どっちつかずによろめいてい

るのか。もし主が神であれば、主に従い、もしバアルが神であれば、バアルに従え。」しか

し、民は一言も彼に答えなかった。

22 そこで、エリヤは民に向かって言った。「私一人が主の預言者として残っている。バアルの預

言者は四百五十人だ。

23 私たちのために、彼らに二頭の雄牛を用意させよ。彼らに、自分たちで一頭の雄牛を選び、そ

れを切り裂いて薪の上に載せるようにさせよ。火をつけてはならない。私は、もう一頭の雄牛

を同じようにし、薪の上に載せて、火をつけずにおく。

24 おまえたちは自分たちの神の名を呼べ。私は主の名を呼ぶ。そのとき、火をもって答える神、

その方が神である。」民はみな答えて、「それがよい」と言った。

25 エリヤはバアルの預言者たちに言った。「おまえたちで一頭の雄牛を選び、おまえたちのほう

から、まず始めよ。人数が多いのだから。おまえたちの神の名を呼べ。ただし、火をつけては

ならない。」

26 そこで彼らは、与えられた雄牛を取って、それを整え、朝から真昼までバアルの名を呼んだ。

「バアルよ、私たちに答えてください。」しかし何の声もなく、答える者もなかった。そこで

彼らは、自分たちが造った祭壇のあたりで踊り回った。

27 真昼になると、エリヤは彼らを嘲って言った。「もっと大声で呼んでみよ。彼は神なのだか

ら。きっと何かに没頭しているか、席を外しているか、旅に出ているのだろう。もしかすると

寝ているのかもしれないから、起こしたらよいだろう。」

28 彼らはますます大声で叫び、彼らの慣わしによって、剣や槍で、血を流すまで自分たちの身を

傷つけた。

29 このようにして、昼も過ぎ、ささげ物を献げる時まで騒ぎ立てたが、何の声もなく、答える者

もなく、注目する者もなかった。

30 エリヤが民全体に「私のそばに近寄りなさい」と言ったので、民はみな彼に近寄って来た。彼

は、壊れていた主の祭壇を築き直した。

31 エリヤは、主がかつて「あなたの名はイスラエルとなる」と言われたヤコブの子たちの部族の

数にしたがって、十二の石を取った。

32 その石で、彼は主の御名によって一つの祭壇を築き、その祭壇の周りに、二セアの種が入るほ

どの溝を掘った。

33 それから彼は薪を並べ、一頭の雄牛を切り裂いて薪の上に載せ、

34 「四つのかめに水を満たし、この全焼のささげ物と薪の上に注げ」と命じた。それから「もう

一度それをせよ」と言ったので、彼らはもう一度そうした。さらに、彼が「三度目をせよ」と

言ったので、彼らは三度目をした。

35 水は祭壇の周りに流れ出した。彼は溝にも水を満たした。

36 ささげ物を献げるころになると、預言者エリヤは進み出て言った。「アブラハム、イサク、イ

スラエルの神、主よ。あなたがイスラエルにおいて神であり、私があなたのしもべであり、あ

なたのおことばによって私がこれらすべてのことを行ったということが、今日、明らかになり

ますように。

37 私に答えてください。主よ、私に答えてください。そうすればこの民は、主よ、あなたこそ神

であり、あなたが彼らの心を翻してくださったことを知るでしょう。」



38 すると、主の火が降り、全焼のささげ物と薪と石と土を焼き尽くし、溝の水もなめ尽くした。

39 民はみな、これを見てひれ伏し、「主こそ神です。主こそ神です」と言った。

40 そこでエリヤは彼らに命じた。「バアルの預言者たちを捕らえよ。一人も逃すな。」彼らがバ

アルの預言者たちを捕らえると、エリヤは彼らをキション川に連れて下り、そこで彼らを殺し

た。

41 エリヤはアハブに言った。「上って行って、食べたり飲んだりしなさい。激しい大雨の音がす

るから。」

42 そこで、アハブは食べたり飲んだりするために上って行った。エリヤはカルメル山の頂上に登

り、地にひざまずいて自分の顔を膝の間にうずめた。

43 彼は若い者に言った。「さあ、上って行って、海の方をよく見なさい。」若い者は上って、見

たが、「何もありません」と言った。するとエリヤは「もう一度、上りなさい」と言って、そ

れを七回繰り返した。

44 七回目に若い者は、「ご覧ください。人の手のひらほどの小さな濃い雲が海から上っていま

す」と言った。エリヤは言った。「上って行って、アハブに言いなさい。『大雨に閉じ込めら

れないうちに、車を整えて下って行きなさい。』」

45 しばらくすると、空は濃い雲と風で暗くなり、やがて激しい大雨となった。アハブは車に乗っ

て、イズレエルへ行った。

46 主の手がエリヤの上に下ったので、彼は裾をたくし上げて、イズレエルの入り口までアハブの

前を走って行った。

第19章

1 アハブは、エリヤがしたことと、預言者たちを剣で皆殺しにしたこととの一部始終をイゼベル

に告げた。

2 すると、イゼベルは使者をエリヤのところに遣わして言った。「もし私が、明日の今ごろまで

に、おまえのいのちをあの者たちの一人のいのちのようにしなかったなら、神々がこの私を幾

重にも罰せられるように。」

3 彼はそれを知って立ち、自分のいのちを救うため立ち去った。ユダのベエル・シェバに来たと

き、若い者をそこに残し、

4 自分は荒野に、一日の道のりを入って行った。彼は、エニシダの木の陰に座り、自分の死を願

って言った。「主よ、もう十分です。私のいのちを取ってください。私は父祖たちにまさって

いませんから。」

5 彼がエニシダの木の下で横になって眠っていると、見よ、一人の御使いが彼に触れ、「起きて

食べなさい」と言った。

6 彼が見ると、見よ、彼の頭のところに、焼け石で焼いたパン菓子一つと、水の入った壺があっ

た。彼はそれを食べて飲み、再び横になった。

7 主の使いがもう一度戻って来て彼に触れ、「起きて食べなさい。旅の道のりはまだ長いのだか

ら」と言った。

8 彼は起きて食べ、そして飲んだ。そしてこの食べ物に力を得て、四十日四十夜歩いて、神の山

ホレブに着いた。



9 彼はそこにある洞穴に入り、そこで一夜を過ごした。すると、主のことばが彼にあった。主は

「エリヤよ、ここで何をしているのか」と言われた。

10 エリヤは答えた。「私は万軍の神、主に熱心に仕えました。しかし、イスラエルの子らはあな

たとの契約を捨て、あなたの祭壇を壊し、あなたの預言者たちを剣で殺しました。ただ私だけ

が残りましたが、彼らは私のいのちを取ろうと狙っています。」

11 主は言われた。「外に出て、山の上で主の前に立て。」するとそのとき、主が通り過ぎた。主

の前で激しい大風が山々を裂き、岩々を砕いた。しかし、風の中に主はおられなかった。風の

後に地震が起こったが、地震の中にも主はおられなかった。

12 地震の後に火があったが、火の中にも主はおられなかった。しかし火の後に、かすかな細い声

があった。

13 エリヤはこれを聞くと、すぐに外套で顔をおおい、外に出て洞穴の入り口に立った。すると声

がして、こう言った。「エリヤよ、ここで何をしているのか。」

14 エリヤは答えた。「私は万軍の神、主に熱心に仕えました。しかし、イスラエルの子らはあな

たとの契約を捨て、あなたの祭壇を壊し、あなたの預言者たちを剣で殺しました。ただ私だけ

が残りましたが、彼らは私のいのちを取ろうと狙っています。」

15 主は彼に言われた。「さあ、ダマスコの荒野へ帰って行け。そこに行き、ハザエルに油を注い

で、アラムの王とせよ。

16 また、ニムシの子エフーに油を注いで、イスラエルの王とせよ。また、アベル・メホラ出身の

シャファテの子エリシャに油を注いで、あなたに代わる預言者とせよ。

17 ハザエルの剣を逃れる者をエフーが殺し、エフーの剣を逃れる者をエリシャが殺す。

18 しかし、わたしはイスラエルの中に七千人を残している。これらの者はみな、バアルに膝をか

がめず、バアルに口づけしなかった者たちである。」

19 エリヤはそこを去って、シャファテの子エリシャを見つけた。エリシャは、十二くびきの牛を

先に立て、その十二番目のくびきのそばで耕していた。エリヤが彼のところを通り過ぎるとき

自分の外套を彼に掛けたので、

20 エリシャは牛を放って、エリヤの後を追いかけて言った。「私の父と母に口づけさせてくださ

い。それから、あなたに従って行きますから。」エリヤは彼に言った。「行って来なさい。私

があなたに何をしたか。」

21 エリシャは引き返して、一くびきの牛を取り、それを殺して、牛の用具でその肉を調理し、

人々に与えてそれを食べさせた。それから彼は立ってエリヤについて行き、彼に仕えた。

第20章

1 アラムの王ベン・ハダドは彼の全軍勢を集めた。彼には三十二人の王と、馬と戦車があった。

彼はサマリアに上り、これを包囲して攻め、

2 町に使者たちを遣わして、イスラエルの王アハブに

3 こう言った。「ベン・ハダドはこう言われる。『おまえの銀と金は私のもの。おまえの妻たち

や子どもたちの、最も美しい者も私のものだ。』」

4 イスラエルの王は答えた。「王よ、仰せのとおりです。この私、および、私に属するものはす

べてあなたのものです。」



5 使者たちは再び戻って来て言った。「ベン・ハダドはこう言われる。『私はおまえに人を遣わ

し、おまえの銀と金、および、おまえの妻たちや子どもたちを私に与えよ、と言った。

6 明日の今ごろ、私の家来たちを遣わす。彼らは、おまえの家とおまえの家来たちの家の中を探

し、たとえ、おまえが一番大事にしているものさえ、手をかけて奪い取るだろう。』」

7 イスラエルの王は国のすべての長老たちを呼び寄せて言った。「あの男が、こんなにひどいこ

とを要求しているのを知ってほしい。彼は人を遣わして、私の妻たちや子どもたち、および、

私の銀や金を求めたが、私はそれを断りきれなかった。」

8 すると長老たちや民はみな、彼に言った。「聞かないでください。承諾しないでください。」

9 そこで、彼はベン・ハダドの使者たちに言った。「王に言ってくれ。『初めにあなたがこのし

もべにお求めになったことは、すべてそのようにいたしますが、このたびのことはできませ

ん。』」使者たちは帰って行って、このことを報告した。

10 するとベン・ハダドは、彼のところに人を遣わして言った。「サマリアのちりが私に従うすべ

ての民の手を満たすほどでもあったら、神々がこの私を幾重にも罰せられるように。」

11 イスラエルの王は答えた。「こう伝えてくれ。『武装しようとする者は、武装を解く者のよう

に誇ってはならない。』」

12 ベン・ハダドは、このことばを聞いたとき、王たちと仮小屋で酒を飲んでいたが、家来たちに

「配置につけ」と命じたので、彼らはこの町に向かう配置についた。

13 ちょうどそのころ、一人の預言者がイスラエルの王アハブに近づいて言った。「主はこう言わ

れる。『あなたは、この大いなる軍勢を見たか。見よ、わたしは今日、これをあなたの手に引

き渡す。こうしてあなたは、わたしこそ主であることを知る。』」

14 アハブが「それは、だれによってでしょうか」と尋ねると、その預言者は言った。「主はこう

言われる。『諸州の首長に属する若い者たちによって。』」アハブが「だれが戦いを仕掛ける

のでしょうか」と尋ねると、「あなたです」と答えた。

15 彼が諸州の首長に属する若い者たちを調べてみると、二百三十二人いた。そのほか、すべての

兵、すべてのイスラエル人を調べたところ、七千人いた。

16 彼らは真昼ごろ出陣した。そのとき、ベン・ハダドは味方の三十二人の王と仮小屋で酒を飲ん

で酔っていた。

17 諸州の首長に属する若い者たちが最初に出陣した。ベン・ハダドが人を遣わすと、彼は「人々

がサマリアから出て来ています」との報告を受けた。

18 彼は言った。「和平のために出て来ても生け捕りにし、戦うために出て来ても生け捕りにせ

よ。」

19 町から出て来たのは、諸州の首長に属する若い者たちと、これに続く軍勢であった。

20 彼らはそれぞれ相手に打ち勝ったので、アラム人は逃げ、イスラエル人は追った。アラムの王

ベン・ハダドは馬に乗り、騎兵たちと一緒に逃れた。

21 イスラエルの王も出陣し、馬と戦車を討ち、アラム人を討って大損害を与えた。

22 その後、あの預言者がイスラエルの王に近寄って言った。「さあ、奮い立って、これからなす

べきことをよく考えなさい。来年の今ごろ、アラムの王があなたを攻めに上って来るからで

す。」

23 そのころ、アラムの王の家来たちは王に言った。「彼らの神々は山の神です。だから、彼らは

私たちより強いのです。しかし、私たちが平地で彼らと戦うなら、きっと私たちのほうが彼ら



より強いでしょう。

24 このようにしてください。王たちをそれぞれ、その地位から退かせ、王たちの代わりに総督を

任命し、

25 あなたは失っただけの軍勢と馬と戦車を補充してください。彼らと平地で戦うなら、きっと私

たちのほうが彼らより強いでしょう。」王は彼らの言うことを聞き入れて、そのようにした。

26 年が改まると、ベン・ハダドはアラム人を召集し、イスラエルと戦うためにアフェクに上って

来た。

27 一方、イスラエル人も召集され、食糧を受けて、彼らを迎え撃つために出て行った。イスラエ

ル人は彼らと向かい合って、二つの小さなやぎの群れのように陣を敷いたが、アラム人はその

地に満ちていた。

28 ときに、一人の神の人が近づいて来て、イスラエルの王に言った。「主はこう言われる。『ア

ラム人が、主は山の神であって低地の神ではない、と言っているので、わたしはこの大いなる

軍勢をすべてあなたの手に渡す。そうしてあなたがたは、わたしこそ主であることを知

る。』」

29 両軍は互いに向かい合って、七日間、陣を敷いていた。七日目になって戦いに臨んだが、イス

ラエル人は一日のうちにアラムの歩兵十万人を打ち殺した。

30 生き残った者たちはアフェクの町に逃げたが、その生き残った二万七千人の上に城壁が崩れ落

ちた。ベン・ハダドは逃げて町に入り、奥の間に入った。

31 家来たちは彼に言った。「イスラエルの家の王たちは恵み深い王である、と聞いています。そ

れで、私たちの腰に粗布をまとい、首に縄をかけ、イスラエルの王のもとに出て行かせてくだ

さい。そうすれば、あなたのいのちを助けてくれるかもしれません。」

32 こうして彼らは腰に粗布をまとい、首に縄をかけ、イスラエルの王のもとに行って願った。

「あなたのしもべ、ベン・ハダドが『どうか私のいのちを助けてください』と申していま

す。」するとアハブは言った。「彼はまだ生きているのか。彼は私の兄弟だ。」

33 この人々は、これは吉兆だと見て、すぐにそのことばにより事が決まったと思い、「ベン・ハ

ダドはあなたの兄弟です」と言った。王は言った。「行って、彼を連れて来なさい。」ベン・

ハダドが王のところに出て来ると、王は彼を戦車に乗せた。

34 ベン・ハダドは彼に言った。「私の父が、あなたの父上から奪い取った町々をお返しします。

あなたは私の父がサマリアにしたように、ダマスコに市場を設けることもできます。」「で

は、契約を結んで、あなたを帰そう。」こうして、アハブは彼と契約を結び、彼を去らせた。

35 預言者の仲間の一人が、主のことばにしたがって、自分の仲間に「私を打ってくれ」と言っ

た。しかし、その人は彼を打つことを拒んだ。

36 そこで彼はその人に言った。「あなたは主の御声に聞き従わなかったので、あなたが私のとこ

ろから出て行くと、すぐ獅子があなたを殺す。」その人が彼のそばから立ち去ると、獅子がそ

の人を見つけて殺した。

37 彼はもう一人の人に会ったので、「私を打ってくれ」と頼んだ。すると、その人は彼を打って

傷を負わせた。

38 それから、その預言者は行って、道端で王を待っていた。彼は目の上に包帯をして、だれだか

分からないようにしていた。



39 王が通りかかったとき、彼は王に叫んで言った。「しもべが戦場に出て行くと、ちょうどそこ

に、ある人が一人の者を連れてやって来て、こう言いました。『この者を見張れ。もし、この

者を逃がしでもしたら、この者のいのちの代わりにおまえのいのちを取るか、または、銀一タ

ラントを払わせるぞ。』

40 ところが、しもべがあれやこれやしているうちに、その人はいなくなってしまいました。」す

ると、イスラエルの王は彼に言った。「おまえは、そのとおりにさばかれる。おまえ自身が決

めたとおりに。」

41 彼は急いで目から包帯を取った。そのとき、イスラエルの王は彼が預言者の一人であることに

気づいた。

42 彼は王に言った。「主はこう言われる。『わたしが聖絶しようとした者をあなたが逃がしたの

で、あなたのいのちは彼のいのちの代わりとなり、あなたの民は彼の民の代わりとなる。』」

43 イスラエルの王は不機嫌になり、激しく怒って自分の宮殿に戻って行き、サマリアに着いた。

第21章

1 これらのことがあった後のことである。イズレエル人ナボテはイズレエルにぶどう畑を持って

いた。それはサマリアの王アハブの宮殿のそばにあった。

2 アハブはナボテに次のように頼んだ。「おまえのぶどう畑を私に譲ってもらいたい。あれは私

の宮殿のすぐ隣にあるので、私の野菜畑にしたいのだが。その代わりに、あれよりもっと良い

ぶどう畑を与えよう。もしおまえが良いと思うなら、それ相当の代価を銀で支払おう。」

3 ナボテはアハブに言った。「私の先祖のゆずりの地をあなたに譲るなど、主にかけてあり得な

いことです。」

4 アハブは不機嫌になり、激しく怒って自分の宮殿に入った。イズレエル人ナボテが彼に「私の

先祖のゆずりの地はあなたに譲れません」と言ったからである。アハブは寝台に横になり、顔

を背けて食事もしようとしなかった。

5 彼の妻イゼベルは彼のもとに来て言った。「どうしてそんなに不機嫌で、食事もなさらないの

ですか。」

6 そこで、アハブは彼女に言った。「私がイズレエル人ナボテに『金を払うから、おまえのぶど

う畑を譲ってほしい。あるいは、おまえが望むなら、代わりのぶどう畑をやってもよい』と言

ったのに、彼は『私のぶどう畑はあなたに譲れません』と答えたからだ。」

7 妻イゼベルは彼に言った。「今、あなたはイスラエルの王権を得ています。さあ、起きて食事

をし、元気を出してください。この私がイズレエル人ナボテのぶどう畑を、あなたのために手

に入れてあげましょう。」

8 彼女はアハブの名で手紙を書き、彼の印で封印し、ナボテの町に住む長老たちとおもだった

人々にその手紙を送った。

9 彼女は手紙にこう書いた。「断食を布告し、ナボテを民の前に引き出して座らせ、

10 彼の前に二人のよこしまな者を座らせて、彼らに『おまえは神と王を呪った』と証言させなさ

い。そして、彼を外に引き出し、石打ちにして殺しなさい。」

11 そこで、その町の人々、その町に住んでいる長老たちとおもだった人々は、イゼベルが彼らに

言ってよこしたとおり、彼女が手紙に書き送ったとおりに行った。

12 彼らは断食を布告し、ナボテを民の前に引き出して座らせた。



13 そこに、二人のよこしまな者が入って来て、彼の前に座った。よこしまな者たちは民の前で、

「ナボテは神と王を呪った」と証言した。そこで人々は彼を町の外に引き出し、石打ちにして

殺した。

14 こうして、彼らはイゼベルに「ナボテは石打ちにされて死にました」と言ってよこした。

15 イゼベルはナボテが石打ちにされて殺されたことを聞くとすぐ、アハブに言った。「起きて、

イズレエル人ナボテが代金と引き替えで譲ることを拒んだ、あのぶどう畑を取り上げなさい。

もうナボテは生きていません。死んだのです。」

16 アハブはナボテが死んだと聞いてすぐ、立って、イズレエル人ナボテのぶどう畑を取り上げよ

うと下って行った。

17 そのとき、ティシュベ人エリヤに次のような主のことばがあった。

18 「さあ、サマリアにいるイスラエルの王アハブに会いに下って行け。今、彼はナボテのぶどう

畑を取り上げようと、そこに下って来ている。

19 彼にこう言え。『主はこう言われる。あなたは人殺しをしたうえに、奪い取ったのか。』ま

た、彼に言え。『主はこう言われる。犬たちがナボテの血をなめた、その場所で、その犬たち

があなたの血をなめる。』」

20 アハブがエリヤに「おまえは私を見つけたのか、わが敵よ」と言うと、エリヤは答えた。「そ

うだ。あなたが主の目に悪であることを行うことに身を任せたので、見つけたのだ。

21 『今わたしは、あなたにわざわいをもたらす。わたしはあなたの子孫を除き去り、イスラエル

の中の、アハブに属する小童から奴隷や自由の者に至るまで絶ち滅ぼし、

22 あなたの家をネバテの子ヤロブアムの家のようにし、アヒヤの子バアシャの家のようにする。

それは、あなたが引き起こしたわたしの怒りのゆえであり、あなたがイスラエルに罪を犯させ

たためだ。』

23 また、イゼベルについても主はこう言われる。『犬がイズレエルの領地でイゼベルを食らう。

24 アハブに属する者で、町で死ぬ者は犬がこれを食らい、野で死ぬ者は空の鳥がこれを食ら

う。』」

25 アハブのように、自らを裏切って主の目に悪であることを行った者は、だれもいなかった。彼

の妻イゼベルが彼をそそのかしたのである。

26 彼は、主がイスラエル人の前から追い払われたアモリ人がしたのと全く同じように、偶像につ

き従い、非常に忌まわしいことを行った。

27 アハブはこれらのことばを聞くとすぐ、自分の外套を裂き、身に粗布をまとって断食をした。

彼は粗布をまとって伏し、打ちひしがれて歩いた。

28 そのとき、ティシュベ人エリヤに次のような主のことばがあった。

29 「あなたは、アハブがわたしの前にへりくだっているのを見たか。彼がわたしの前にへりくだ

っているので、彼の生きている間はわざわいを下さない。しかし、彼の子の時代に、彼の家に

わざわいを下す。」

第22章

1 アラムとイスラエルの間に戦いがないまま、三年が過ぎた。

2 しかし、三年目になって、ユダの王ヨシャファテがイスラエルの王のところに下って来ると、



3 イスラエルの王は自分の家来たちに言った。「おまえたちは、ラモテ・ギルアデがわれわれの

ものであることをよく知っているではないか。それなのに、われわれはためらっていて、それ

をアラムの王の手から奪い返していない。」

4 そして、彼はヨシャファテに言った。「私とともにラモテ･ギルアデに戦いに行ってくれませ

んか。」ヨシャファテはイスラエルの王に言った。「私とあなたは一つ、私の民とあなたの民

は一つ、私の馬とあなたの馬は一つです。」

5 ヨシャファテはイスラエルの王に言った。「まず、主のことばを伺ってください。」

6 イスラエルの王は約四百人の預言者を集めて、彼らに尋ねた。「私はラモテ・ギルアデに戦い

に行くべきか。それとも、やめるべきか。」彼らは答えた。「あなたは攻め上ってください。

主は王様の手にこれを渡されます。」

7 ヨシャファテは、「ここには、われわれがみこころを求めることのできる主の預言者が、ほか

にいないのですか」と言った。

8 イスラエルの王はヨシャファテに答えた。「ほかにもう一人、主に伺うことのできる者がいま

す。しかし、私は彼を憎んでいます。彼は私について良いことは預言せず、悪いことばかりを

預言するからです。イムラの子ミカヤです。」ヨシャファテは言った。「王よ、そういうふう

には言わないでください。」

9 イスラエルの王は一人の宦官を呼び、「急いでイムラの子ミカヤを連れて来い」と命じた。

10 イスラエルの王とユダの王ヨシャファテは、それぞれ王服をまとって、サマリアの門の入り口

にある打ち場の王の座に着いていた。預言者はみな、彼らの前で預言していた。

11 ケナアナの子ゼデキヤは、王のために鉄の角を作って言った。「主はこう言われます。『これ

らの角で、あなたはアラムを突いて、絶ち滅ぼさなければならない。』」

12 預言者たちはみな、同じように預言した。「あなたはラモテ・ギルアデに攻め上って勝利を得

てください。主は王の手にこれを渡されます。」

13 ミカヤを呼びに行った使者はミカヤに告げた。「いいですか。預言者たちは口をそろえて、王

に対して良いことを述べています。どうか、あなたも彼らと同じように語り、良いことを述べ

てください。」

14 ミカヤは答えた。「主は生きておられる。主が私に告げられることを、そのまま述べよう。」

15 彼が王のもとに着くと、王は彼に言った。「ミカヤ、われわれはラモテ･ギルアデに戦いに行

くべきか。それとも、やめるべきか。」彼は王に答えた。「あなたは攻め上って勝利を得なさ

い。主は王の手にこれを渡されます。」

16 王は彼に言った。「私が何度おまえに誓わせたら、おまえは主の名によって真実だけを私に告

げるようになるのか。」

17 彼は答えた。 「私は全イスラエルが 山々に散らされているのを見た。 まるで、羊飼いのいな

い羊の群れのように。 そのとき主はこう言われた。 『彼らには主人がいない。 彼らをそれぞ

れ 自分の家に無事に帰らせよ。』」

18 イスラエルの王はヨシャファテに言った。「あなたに言ったではありませんか。彼は私につい

て良いことは預言せず、悪いことばかりを預言すると。」

19 ミカヤは言った。「それゆえ、主のことばを聞きなさい。私は主が御座に着き、天の万軍がそ

の右左に立っているのを見ました。



20 そして、主は言われました。『アハブを惑わして攻め上らせ、ラモテ･ギルアデで倒れさせる

のはだれか。』すると、ある者はああしよう、別の者はこうしようと言いました。

21 ひとりの霊が進み出て、主の前に立ち、『この私が彼を惑わします』と言うと、主は彼に『ど

のようにやるのか』とお尋ねになりました。

22 彼は答えました。『私が出て行って、彼のすべての預言者の口で偽りを言う霊となります。』

主は『きっとあなたは惑わすことができる。出て行って、そのとおりにせよ』と言われまし

た。

23 今ご覧のとおり、主はここにいるあなたのすべての預言者の口に、偽りを言う霊を授けられま

した。主はあなたに下るわざわいを告げられたのです。」

24 ケナアナの子ゼデキヤが近寄って来て、ミカヤの頬を殴りつけて言った。「どのようにして、

主の霊が私を離れ、おまえに語ったというのか。」

25 ミカヤは答えた。「あなたが奥の間に入って身を隠すその日に、あなたは思い知ることにな

る。」

26 イスラエルの王は言った。「ミカヤを捕らえよ。町の長アモンと王の子ヨアシュのもとに連れ

て行き、

27 王がこう命じたと言え。『この男を獄屋に入れ、私が無事に帰るまで、わずかなパンと、わず

かな水だけ与えておけ。』」

28 ミカヤは言った。「もしも、あなたが無事に戻って来ることがあるなら、主は私によって語ら

れなかったということです。」そして、「すべての民よ、聞きなさい」と言った。

29 イスラエルの王とユダの王ヨシャファテは、ラモテ･ギルアデに攻め上った。

30 イスラエルの王はヨシャファテに言った。「私は変装して戦いに行きます。しかし、あなたは

自分の王服を着ていてください。」イスラエルの王は変装して戦いに行った。

31 アラムの王は、自分の配下の戦車隊長たち三十二人に次のように命じた。「兵とも将軍とも戦

うな。ただイスラエルの王だけを狙って戦え。」

32 戦車隊長たちはヨシャファテを見つけたとき、「きっと、あれがイスラエルの王に違いない」

と思ったので、彼の方に向きを変え、戦おうとした。ヨシャファテは助けを叫び求めた。

33 戦車隊長たちは、彼がイスラエルの王ではないことを知り、彼を追うことをやめて引き返し

た。

34 そのとき、ある一人の兵士が何気なく弓を引くと、イスラエルの王の胸当てと草摺の間を射抜

いた。王は自分の戦車の御者に言った。「手綱を返して、私を陣営から出させてくれ。傷を負

ってしまったから。」

35 その日、戦いは激しくなった。王はアラムに向かって、戦車の中で立っていたが、夕方になっ

て死んだ。傷から出た血が戦車のくぼみに流れた。

36 日没のころ、陣営の中に「それぞれ自分の町、自分の国へ帰れ」という叫び声が伝わった。

37 王は死んでサマリアに運ばれた。人々はサマリアで王を葬った。

38 それから戦車をサマリアの池で洗った。犬が彼の血をなめ、遊女たちがそこで身を洗った。主

が語られたことばのとおりであった。

39 アハブについてのその他の事柄、彼が行ったすべてのこと、彼が建てた象牙の家、彼が建てた

すべての町、それは『イスラエルの王の歴代誌』に確かに記されている。

40 アハブは先祖とともに眠りにつき、その子アハズヤが代わって王となった。



41 アサの子ヨシャファテがユダの王となったのは、イスラエルの王アハブの第四年であった。

42 ヨシャファテは三十五歳で王となり、エルサレムで二十五年間、王であった。その母の名はア

ズバといい、シルヒの娘であった。

43 彼はその父アサのすべての道に歩み、そこから外れることなく、主の目にかなうことを行っ

た。しかし、高き所は取り除かなかった。民はなおも、その高き所でいけにえを献げたり、犠

牲を供えたりしていた。

44 ヨシャファテはイスラエルの王と友好関係を保っていた。

45 ヨシャファテについてのその他の事柄、彼が立てた功績とその戦績、それは『ユダの王の歴代

誌』に確かに記されている。

46 彼は、父アサの時代にまだ残っていた神殿男娼をこの国から除き去った。

47 そのころ、エドムには王がなく、守護が王であった。

48 ヨシャファテはタルシシュの船団をつくり、金を得るためにオフィルに行こうとしたが、行け

なかった。船団がエツヨン・ゲベルで難破したからである。

49 そのとき、アハブの子アハズヤはヨシャファテに、「私の家来をあなたの家来と一緒に船で行

かせましょう」と言ったが、ヨシャファテは同意しなかった。

50 ヨシャファテは先祖とともに眠りにつき、先祖とともに父ダビデの町に葬られた。その子ヨラ

ムが代わって王となった。

51 アハブの子アハズヤは、ユダの王ヨシャファテの第十七年にサマリアでイスラエルの王とな

り、二年間イスラエルの王であった。

52 彼は主の目に悪であることを行い、彼の父の道と彼の母の道、それに、イスラエルに罪を犯さ

せた、ネバテの子ヤロブアムの道に歩んだ。

53 彼はバアルに仕え、それを拝み、彼の父が行ったのと全く同じように行って、イスラエルの

神、主の怒りを引き起こした。


